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1．法人の概要 

（１）基本情報 

 ①法人の名称 

学校法人 四條畷学園 

 

 ②主たる事務所の住所 

  〒574-0001 大阪府大東市学園町６番４５号 

  電話番号：072-876-1321 FAX番号：072-876-4515 

  ホームページ：https://www.shijonawate-gakuen.ac.jp/ 

 

（２）建学の精神 

①建学の精神 

 

報恩感謝 

本学園は、牧田宗太郎、環兄弟によって大正１５年（１９２６年）に設立されました。兄弟は、自

分達が教育界・実業界で世の役に立つことができたのは厳しい中にも慈しみ深い愛情をそそぎ、

教育してくれた母がいたからこそだと、母への感謝と敬愛の念をつねに胸に深く抱いていました。 

そして、母に対する報恩の心を表すために、史情豊かな四條畷の地を選び、ここに教育の理念

を実現させるべく学校を建てようと念願されました。このようにして本学園の母体となった四條畷

高等女学校が設立され、母に対する報恩感謝の念が具現化されたのです。 

この至純なる精神は、本学園建学の精神として後世に引き継がれ、今日の総合学園に至る発

展の歩みを支えるものとなっています。 

 

※この説明文は本館の前にある創立者牧田宗太郎先生、牧田環先生のレリーフ碑に記載され

た文章をもとに作成しました。 

 

②教育理念 

 

人をつくる 

教育の目的は人をつくることであり、人をつくることは、徳、知、体三育の偏らざる実施とその上に

立つ品性人格の陶冶に依ってのみ可能です。 

 

実践躬行 

品性人格は、単に知識を身につけるだけではなく、身を以て実際に行うことにより習得されます。 

 

Ｍａｎｎｅｒｓ ｍａｋｅｓ ｍａｎ 

礼儀正しい行いを身につけることが、人として成長し、品性人格の備わった人になるこ 

とにつながります。 

 

＊これは、四條畷高等女学校の教育方針の前文と本館の飾り煉瓦にある牧田宗太郎先 

生が自ら刻まれた言葉から構成しています。 

 

③教育方針 

 

個性の尊重 

個々の人が持つ異なる性格と特色ある才能とを尊重し、これを画一化することなく、そ 

れぞれの天賦の才能を探求し、発揮させます。 

 

 

https://www.shijonawate-gakuen.ac.jp/
https://www.shijonawate-gakuen.ac.jp/
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明朗と自主 

自分たちの未来を信じて、明るく朗らかで、何事にも自主的、積極的に取り組む人を育 

てます。 

 

実行から学べ 

知識は実践を伴ってこそ価値があることを知り、「知って行い、行って知った」という課程を通じて

学ぶ人を育てます。 

 

礼儀と品性 

礼儀と礼節を重んじ、自らの教養を磨く、品性豊かな人を育てます。 

 

＊高等女学校設立当時の教育方針を尊重し、「個性の尊重」「明朗と自主」「実行から学べ」に 

「礼儀と品性」を追加しました。設立当時は四点目が「貞淑にして温雅」ですが、今の時代にあ 

わせた表現に変更しました。  

 

（３）学校法人の沿革 

 

大正 15年（1926年） 古川橋仮校舎にて四條畷高等女学校 創立 

 

昭和 2年（1927年） 学校を現所在地（四條畷の地）に移転 

 

昭和 4年（1929年） 本館 竣工(現在も使用中) 

 

昭和 16年（1941年） 財団法人 四條畷学園 認可・四條畷学園幼稚園 開園 

 

昭和 22年（1947年） 新制四條畷学園中学校 開校 

 

昭和 23年（1948年） 新制四條畷学園高等学校・四條畷学園小学校 開校 

 

昭和 26年 (1951年) 学校法人 四條畷学園 認可 

 

昭和 39年（1964年） 四條畷学園女子短期大学（現 四條畷学園短期大学） 開学 

 

平成 3年（1991年） 臨床心理研究所（ICP） 設置 

 

平成 13年（2001年） 短期大学リハビリテーション学科 開設 

 

平成 17年（2005年） 四條畷学園大学 開学 

 

平成 22年（2010年） 中学校・高等学校 6年一貫コース 開設 

 

平成 27年（2015年） 大学看護学部看護学科 開設 

 

平成 30年（2018年） 企業主導型保育園 四條畷学園保育園 開園 

 

令和 2年（2020年） 四條畷学園大学附属幼稚園 幼稚園型認定こども園移行 

 

  令和 6年（2024年） 100周年記念事業（図書館・食堂リニューアル） 
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（４）設置する学校・学部・学科等(2025/5/1 現在) 

      

     四條畷学園大学 

学  長：木村 友厚 

       ・リハビリテーション学部［理学療法学専攻/作業療法学専攻］ 

所在地：〒574-0011 大阪府大東市北条 5丁目 11番 10号 

電  話：072-863-5043 

・看護学部 

所在地：〒574-0001 大阪府大東市学園町 6番 45号 

電  話：072-813-2601 

 

四條畷学園短期大学 

学  長：木村 友厚 

・保育学科 

所在地：〒574-0001 大阪府大東市学園町 6番 45号 

電  話：072-879-7231 

・ライフデザイン総合学科 

所在地：〒574-0011 大阪府大東市北条 4丁目 10番 25号 

電  話：072-876-6171 

 

四條畷学園高等学校  

校  長：白石 秀継 

所在地：〒574-0001 大阪府大東市学園町 6番 45号 

電  話：072-876-1327 

 

四條畷学園中学校  

校  長：堀井 清史 

  所在地：〒574-0001 大阪府大東市学園町 6番 45号 

電  話：072-876-2120 

 

四條畷学園小学校 

 校  長：田中 佐知子 

  所在地：〒574-0001 大阪府大東市学園町 6番 45号     

電  話：072-876-8585 

 

認定こども園 四條畷学園大学附属幼稚園  

園  長：長谷 秀揮 

 所在地：〒574-0001 大阪府大東市学園町 6番 45号 

電  話：072-876-2420 

 

企業主導型保育園 四條畷学園保育園 

園  長：山根 德子 

所在地：〒574-0001 大阪府大東市学園町 6番 45号 

電  話：072-813-2709 

 

    法人本部 

 事務局長：岡本和生 

所在地：〒574－0001 大阪府大東市学園町 6番 45号   

電  話:072-876-1321 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

https://jh.shijonawate-gakuen.ac.jp/
https://www.ps.shijonawate-gakuen.ac.jp/
https://kg.shijonawate-gakuen.ac.jp/
https://gakuen.localinfo.jp/
https://www.shijonawate-gakuen.ac.jp/
https://un.shijonawate-gakuen.ac.jp/
http://jc.shijonawate-gakuen.ac.jp/
http://jc.shijonawate-gakuen.ac.jp/
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（５）学校・学部・学科等の学生数の状況（2025 年 5 月 1 日現在） 
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（６）収容定員充足率（毎年度 5 月 1 日現在） 

 

（７）役員の概要(2025/5/29 現在) 

 

①役員（定員 理事：6～9名、監事 2名） 
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②役員賠償責任保険契約の状況 

ア.加入保険 

日本私立大学協会「私大協役員賠償責任保険」 

 

イ.補償範囲 

学校法人の役員固有の賠償リスク（経営判断ミスを含む） 

 

ウ.被保険者 

・理事・監事・評議員、理事会で選出された管理職従業員（校園長）、退任役員、及びその 

相続人 

・学校法人 

 

エ.補償対象 

・教職員のミスによる学校事故で、役員が教職員に対する管理責任を問われる場合 

・管理体制不備による学生の個人情報漏洩 

・経営判断ミス 

（例）デリバティブ取引による損失、ハラスメント防止体制の不備、過労自殺、過労死、不当 

解雇など 

 

オ.支払限度額 

1億円 

 

③責任限定契約の状況 

ア.対象者 

非業務執行理事、監事 

 

イ.契約内容 

寄附行為、責任限定契約で定める 50 万円、又は最低責任限度額（年間報酬の 2 倍）の何れ

か高い額を責任限度額とする。但し、悪意又は過失により損害を与えた場合は損害賠償額の

免除無し。 
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（８）評議員の概要（定員 10～12 名） 
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（９）教職員の概要（2025/5/1 現在）   

 

（10）会計監査人の概要 

会計監査人 有限責任 あずさ監査法人 

就任年月日 令和 7年５月２９日 

 

2．事業の概要 

 

 次ページ以降の通り。 

 

 

 

 

 

 

 

 



                 

Shijonawate Gakuen 

9 

 

（１）法人本部                                       
Ｎｏ 施策種類 事業計画 実施状況 

1 

 

重点取組事

項 

 

 

(1)ＳＧ90－100Plan（長期ビジョン・中計）の

推進 

①第三次中計第四年度におけるアクションプ

ランを学園内に周知し、進捗状況を管理しま

す。（全学園での PDCA継続） 

➀第三次中期計画第四年度アクションプラ 

ンについて、全学教職員会議や常任理事会 

等を通じて学園内に周知しました。 

また、校園別の進捗状況について常任理 

事会等で毎月校園別に確認し、全学園で 

PDCAサイクルを継続的に運用しました。 

(2)都市計画・校地変更への対応 

①学園町キャンパス中央の大東市道買収に

向けて、行政や電気・ガス・水道事業者等と

の協議等、事前準備を計画的に進めます。 

②駅前整備事業の進捗に併せ、学園町キャ

ンパスの正門・東門・幼稚園南側の車寄せ等

の設計・施工を進めます。 

➀大東市道買収に向け、行政および電気・

ガス・水道等の関係事業者との協議を継続

し、さんくすろーど（感謝の小径）の設計・施工

計画を完了しました。 

②駅前整備事業の進捗にあわせて、学園町

キャンパス正門・東門・児童門・幼稚園南側

車寄せ等について、設計および施工を段階

的に進めています。 

(3)建物・設備の更新 

①小学校校舎のリニューアル工事（第 3 期）

の設計・施工を進めます。 

②高等学校本館西面の外壁・防水工事を進

めます。 

➀小学校校舎リニューアル工事（第 3 期）に

ついて、設計・施工を計画どおり進めました。

来年度の第４期工事をもって、リニューアル

工事を完了します。 

②高等学校本館西面の外壁・防水工事につ

いて、計画に基づき工事を竣工しました。 

(4)創立 100 周年に向けて 

①創立100周年記念事業や記念行事、記念

誌発刊等にむけて、準備委員会のミーティン

グを継続します。 

②100 周年記念寄付金の募集を継続しま

す。 

① 創立 100周年記念事業、記念行事およ 

び記念誌発刊等に向け、本部と委員会で準

備を進めています。令和 8年 1月に「退職教

職員の集い」と「学園新聞記念座談会」を開

催、「牧田宗太郎物語（高山元高等学校長

著）」を発刊しました。 

②創立 100 周年記念寄付金について、引き

続き募集活動を続けています。現時点では、

目標比約 50％の寄付のお申込みをいただき

ました。 

(5)私学法改正に向けた対応 

①令和 7年 4月 1日に施行される改正私学

法・新寄附行為に沿って、新たな理事会・評

議員会の運営を定着します。 

②監事連絡会の定期開催により、監事監査と

内部監査が連携して経営に関する牽制機能

➀令和 7年 4月 1 日施行の改正私学法 

及び新寄附行為に基づき、新たな理事会・

評議員会の枠組みと、その運営方法が定着

しました。 

② 監事連絡会を定期的に開催し、監事監 

査と内部監査の連携を図ることで、経営に対
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Ｎｏ 施策種類 事業計画 実施状況 

の強化を図ります。 

③改正私学法、改正寄附行為を充足する決

算書類の作成と監査、説明及び開示態勢を

整えます。 

④教職員に対し、コンプライアンス管理規程

や公益通報者保護制度に関する規程を周知

します。 

する牽制機能の強化を進めました。 

③ 改正私学法および改正寄附行為を充足 

する決算書を作成し、監査、説明・開示書類

を整備しました。 

④ コンプライアンス管理規程を新設、公益 

通報者保護制度に関する規程を改定し、教

職員に周知しました。 

2 

 

 

教育改革サ

ポート 

 

(1) 教育・管理システムの高度化 

①学内のネットセキュリティ強化に向けて、無

線認証システム・ログ管理システムの導入を

検討します。 

②学内 PC 全てについて Windows11 への更

新を完了します。 

③事務の効率化に向けて、申請書類の電子

稟議化を推進します。 

④雇用契約管理システムの導入により、教職

員の雇用契約管理の厳格化と調印手続の効

率化を進めます。 

⑤地域出生率低下に伴う幼稚園園児数の減

少を見据え、1 歳・0 歳児保育やマタニティ保

育の開始を支援します。 

➀令和 7 年 12 月末、無線認証システムお

よびログ管理システムの導入を完了しまし

た。 

② 令和 7年 9 月末、学内 PC すべてについ 

て、Windows11への更新を完了しました。 

③ほぼ全ての校園・申請種類で申請書類の

電子化が進み、承認までの時間、分類や格

納の効率化が進みました。 

④ 雇用契約管理システムを導入し、教職 

員の雇用契約管理の厳格化および調印手

続の効率化を進めました。 

⑤ 地域出生率低下を見据え、1 歳・0歳児 

保育を開始しました。 

3 

 

 

財務 (1)学生生徒等納付金の増収、及び経理の

効率化 

①大学学納金の代金回収口座について、

web 受付を開始します。 

②物品販売や講習料の収納方法の見直しを

含め、券売機の更新を検討します。 

① 大学学納金の代金回収口座のWeb受付 

を開始し、学生の利便性が向上しました。 

② 物品販売や講習申込み、決裁をオンライ 

ン化するために、機種の選定に着手していま

す。令和 8 年度中の運用開始を目指しま

す。 

(2)外部資金導入等による収入の恒常化 

①「経常費特別補助」獲得基準など、指標や

数値目標を持って大学の運営改革をサポート

します。 

➀「経常費特別補助」獲得基準を目指し、指

標や数値目標を踏まえた大学運営改革の支

援を行いました。 

(3)人件費比率の適正化 

①校園別収支の変化に対応し、令和 7 年度

期末手当の支給水準を見直します。 

① 令和 6年度の校園別収支を踏まえ、令 

和 7 度期末手当の水準を見直し、支給を完

了しました。 

（4）経営の合理化進展、効率的な財政運

営、健全な財務体質の維持 

①学園小学校校舎・設備のリニューアルに伴

① 小学校校舎・設備のリニューアルに伴 

い、学納金引上げを決定しました。令和 8 年

度の新入生から順次、新学納金とする準備
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Ｎｏ 施策種類 事業計画 実施状況 

い、学納金の見直しに向けて準備を進めま

す。 

を完了しました。 

4 教職員の育

成 

(1)「教職協働」の定着 

①各校園との連携会議、連絡会を通じて、

財務・人事・管財関連の個別課題を共有、

早期解決を目指します。 

① 各校園との連携会議を通じて、財務・人 

事・管財に関する個別課題を共有し、早期解

決に向けた対応を進めています。 

(2)教員の組織的 FD 活動 

①外部コンサルタントによる定期セミナーを継

続し、教職員のレベルアップを図ります。 

②個人研究費や自己研鑽手当等を利用した

外部研修受講支援を継続します。 

➀外部コンサルタントによる定期セミナーを継

続的に実施し、教職員の資質および能力向

上を図りました。 

② 個人研究費や自己研鑽手当等を活用し 

た外部研修受講について、教職員の支援を

行いました。 

5 人事制度全

般の見直し・

整備 

(1)教職員の定員管理 

①有期雇用、定年再雇用教職員の業務範囲

を見直し、活躍できるポストを拡大します。 

② 嘱託職員の処遇を見直し、募集チャネル 

や雇用形態も多様化することで、教職員の募

集力を強化します。 

③ 人事異動や OJT の活発化により、事務職 

員の多能化を進めます。 

① 有期雇用および定年再雇用教職員の業 

務範囲と処遇の幅を見直し、活躍できるポス

トを拡大しました。 

② 嘱託職員の処遇見直しを進めるとともに、 

募集チャネルの多様化を図り、教職員の募

集力強化に取り組んでいます。 

③ 人事異動や OJT で、事務職員の多能化 

を進めました。 

(2)管理職の育成 

①外部からの人材登用を含め、次世代を担う

管理職候補者を確保します。 

②コンサルタントのアドバイスを得て IT リテラシ

ーの高い人材育成に努めます。 

① 外部からの人材登用を含め、次世代を担 

う管理職候補者の確保に向けた準備を進め

ました。 

② 外部コンサルタントの助言を得ながら、ITリ 

テラシーの高い人材育成に努めました。 

（3）給与体系の全般的な見直し 

➀育児時短勤務の見直しなど、労働基準法

を遵守しつつ、教職員の効率的かつ健全な

働き方を追求します。 

① 育児時短勤務制度全般の見直しや、専 

任教員と非常勤教員の賃金以外の格差解

消に向けて、就業規則の一部を改定しまし

た。 

6 組織・権限 (1)コンプライアンス・ガバナンスの強化 

①令和 7年 4月 1日に施行される改正私学

法・新寄附行為に沿って、新たな理事会・評

議員会の運営を定着します。（1.重点取組事

項とリンク） 

②顧問弁護士や社会保険労務士、産業医等

との連携により、各種法令や労務管理上の課

題に対し、迅速に対応します。 

➀令和 7年 4月 1 日施行の改正私学法 

及び新寄附行為に基づき、新たな理事会・

評議員会の枠組みと、その運営方法が定着

しました。 

② 顧問弁護士、社会保険労務士や産業医 

等に加え、スクールロイヤーやスクールカウン

セラーとの連携により、各種法令や生徒・保

護者を交えた課題に対処しています。 
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Ｎｏ 施策種類 事業計画 実施状況 

(2)内部統制、リスク管理機能の強化 

①監事連絡会の定期開催により、監事監査と

内部監査が連携して経営に関する牽制機能

の強化を図ります。 

②改正私学法、改正寄附行為を充足する決

算書類の作成と監査、説明及び開示態勢を

整えます。 

③教職員に対し、コンプライアンス管理規程

や公益通報者保護制度に関する規程を周知

します。（以上、１.重点取組事項とリンク） 

①監事連絡会を定期的に開催し、監事監 

査と内部監査の連携を図ることで、経営に対

する牽制機能の強化を進めました。 

②私学法および改正寄附行為を充足する決

算書を作成し、監査、説明・開示書類を整備

しました。 

③ コンプライアンス管理規程を新設、公益 

通報者保護制度に関する規程を改定し、教

職員に周知しました。 

7 広報 (1)戦略的広報体制の確立・展開 

①全学広報委員会の運営をサポートし、全学

広報担当と大学・短期大学広報課、広報担

当者間の情報交換により、各校園の連携を強

化します。 

① 全学広報委員会の運営を支援し、全学 

広報担当と大学・短期大学広報課および各

校園広報担当者間の情報共有を通じて、校

園間の連携を強化しました。 

(2)情報公開 

①改正私学法や補助金助成基準を上回る水

準で HP開示項目の拡大を図ります。 

②図表・グラフ等による開示内容の充実を図

ります。 

① 改正私学法充足と補助金助成基準を踏 

まえ、ホームページでの情報公開項目の拡

充を進めました。 

② 図表やグラフ等を活用し、開示内容の分 

かりやすさの向上に取り組みました。 

8 施設整備・そ

の他 

(1)外部評価機関の活用 

①大学・短期大学の自己点検評価に向け

て、財務・ガバナンス部門の適切な評価およ

び改善に努めます。 

① 大学および短期大学の自己点検評価書 

の作成と、予算編成等に関する外部評価指

摘事項を踏まえて、改善に取り組みました。 

(2)施設の適切な管理 

①高等学校本館西面の外壁・防水工事を進

めます。 

（１.重点施策とリンク） 

①高等学校本館西面の外壁・防水工事を完

了しました。 

（3）危機管理と防災対策 

①大東市による学園町キャンパス南側道路

の拡張工事、駅前整備事業の本格化にとも

ない、児童・園児・生徒・学生、教職員の安全

管理を徹底します。 

① 大東市による学園町キャンパス南側道路 

の拡張工事および駅前整備事業の本格化に

伴い、児童・園児・生徒・学生ならびに教職

員の安全管理を徹底しました。 

（4）都市計画への対応 

①駅前整備事業の進捗に併せ、学園町キャ

ンパスの正門・東門・幼稚園南側の車寄せ等

の設計・施工を進めます。（１.重点取組事項

① 令和 8年度上半期竣工を目処に、学園 

町キャンパス正門・東門・幼稚園南側車寄せ

等の設計・施工を進めています。 
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Ｎｏ 施策種類 事業計画 実施状況 

とリンク） 

(5)キャンパスの総合整備 

①学園町キャンパス中央の大東市道買収に

向けて、行政や電気・ガス・水道事業者等と

の協議等、事前準備を計画的に進めます。 

②小学校校舎のリニューアル工事（第 3 期）

の設計・施工を進めます。 

（以上、１.重点取組事項とリンク） 

① 令和 8年 7 月を目処に、学園町キャンパ 

ス中央部大東市道の売買契約締結に向け、

行政および関係事業者との協議等、事前準

備を計画的に進めています。 

② 小学校校舎リニューアル工事（第 3期）に 

ついて、設計・施工を計画どおり進めました。

来年度の第 4 期工事をもってリニューアル工

事を完了します。 
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（２）大学 

Ｎｏ 施策種類 事業計画 実施状況 

１ 重点取組事項 （１）教育の質の向上 

①ｱｾｽﾒﾝﾄ･ﾎﾟﾘｼｰに従い各ﾚﾍﾞﾙの評

価主体･時期に教育･学修成果を可視

化･分析し､三つのﾎﾟﾘｼｰ(ﾃﾞｨﾌﾟﾛﾏ･ﾎﾟﾘ

ｼｰ､ｶﾘｷｭﾗﾑ･ﾎﾟﾘｼｰ､ｱﾄﾞﾐｯｼｮﾝ･ﾎﾟﾘｼ

ｰ)の達成度を評価し､継続的に必要な

教育改善を推進します｡ 

 

①学修ポートフォリオ導入決定を受け、

IR 室⇒教務委員会を中心に学習成果

の把握と評価、学修の PDCA サイクル

の確立に向け検討中です。 

 

（２）収容定員の充足 

①各学部の収容定員充足率の向上の

ため、看護学部は入学定員確保、リハ

ビリテーション学部は入学定員充足に

向け、入学者数の増加に努めます。 

②作業療法専攻への志願者増に向け、

作業療法士に対する認知度向上に努

めます。 

 

①2026 年度入学者数 

 PT 33名(定員 40名) OT 13名(定 

員 40名) 看護 77名(定員 80名)何 

れも入学定員充足には至りませんでし 

た。 

②2025年 1月に開設した公式インスタ 

グラムにより積極的な情報発信を行な 

いました。 

（３）学生支援 

①入学前及び初年次教育を通じて基

礎学力向上､主体的学修習慣の醸

成､教養教育の充実を推進します｡ 

②ｱｾｽﾒﾝﾄﾃｽﾄ結果や各種分析等に基

づき､継続的な学生支援体制の改善

とともに､各学生の資質･学力に応じた

個人指導を行ない、退学者・休学者・

留年者低減に向けた取組の強化に努

めます。 

③初年次から国家試験対策を意識した

指導を徹底し、理学療法士・作業療法

士・看護師試験の高い合格率を目指し

ます。 

 

①学修習慣を早期に軌道に乗せるため 

に、入学前教育、及び初年次教育の 

充実に務めます。入学前教育におい 

て、リハ学部は今年度の入学生にも 

国語の導入を継続し、看護学部は入 

学前教育の委託業者を変更し、「入 

学サキドリプログラム」を導入しました。 

②個別のテスト結果を個人面談に活用 

中です。 

③リハ…１年生授業の中で国試過去問

に触れ、早期に受験準備をし

ます。 

看護…今年度も模擬問題作成ソフト 

導入、成績不振学生の個別 

指導を強化します。 
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Ｎｏ 施策種類 事業計画 実施状況 

２ 教育内容・水準の充

実 

（１）学生満足度の高い教育の提供 

①ｱｾｽﾒﾝﾄ･ﾎﾟﾘｼｰに基づき､教育･学修

成果を評価･分析し､これをふまえて学

生満足度向上につながる教育改善を

めざします。 

②ﾉｳﾊｳ共有化や内外の研修会への積

極的参加、教員相互の授業参観等､

さらに FD･SD 活動の充実により、教職

員の教育･指導ｽｷﾙの向上を図りま

す｡ 

③ディプロマサプリメントの本格導入を目

指した準備を進めます。 

(1) 

①前述の通り、学修ポートフォリオ導入

決定を受け、教務委員会を中心に学

修成果の把握と評価、学修の PDCA

サイクルの確立に向け検討中です。 

②・科研費獲得教員によるＦＤ・ＳＤ研修

を実施しました。 

  ・教員授業参観を実施中です。 

 

③学修ポートフォリオ導入により準備を進

めます。 

（２）自己ｱｾｽﾒﾝﾄ体制の確立 

①自己点検･自己評価委員会が主導

し､内部質保証のための PDCA ｻｲｸﾙ

を有効に機能させます｡ 

②自己点検評価委員会が認証評価で

の指摘事項に対する改善状況を点

検・精査を実施し還元することによっ

て、教育水準の向上に努めます。 

(2) 

①7/8 の運営協議会にて令和 7 年度

版の公表を決義しました。 

②9 月末時点での改善状況を、10/15

の運営協議会にて決議しました。 

 

 

（３）ICTを活用した教育環境の整備と効

果的な教育手法導入を引き続き検討し

ます｡ 

(3)2026年度入学生より PC必携、電子

教科書を導入します。 

 

３ 教育・研究基盤の 

整備及び環境の充実 

（１）教育･研究環境の充実 

①科研費獲得や健康科学研究所研究

支援資金の有効活用を推進します｡ 

②｢教育の質保証｣で求められる内容等を

踏まえた､教育環境の整備に努めます｡ 

③実践教育ｾﾝﾀｰが中心となり、大学施

設を活用した卒業生等との交流やリカ

レント教育の拡大を推進します。 

④東南ｱｼﾞｱ等の海外大学との交流を

推進します｡ 

 

①健康科学研究所…前期採択：リハ 2 

件、看護 1件後期採択：リハ 1件 

 ②「教育の質保証」算出 44/44 満点 

「Type１」算出 28 点 100 点満点(前

期比△1 点) 

③実践教育センター活動実績 

・6月 臨床教育相談週間 

・7/5 第 21回市民公開講座 

・10/26 なわて大学講座 「もしもの 

時に備える、家庭・施設でできる急変 

時の対応」 

・2/8 なわて大学講座  「家庭・学
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Ｎｏ 施策種類 事業計画 実施状況 

校・野外で役立つ子供の応急措置」 

④海外大学交流 

・リハ学部：2026 年 3 月に韓国にて

海外地域リハビリテーション実習実

施。学生 7名参加。 

(2)健康管理体制の充実 

①学生相談は担当教員・アドバイザー 

教員及び ICPが担い、保健室には有 

資格者を配置し健康管理体制の充 

実を図ります。 

                                                                                                                                           

(2) 

①学生相談は従来通り、担当教員・アド 

バイザー教員及び ICPが担い、保健 

室には有資格者を配置しました。 

（３）卒業生ﾈｯﾄﾜｰｸの充実 

①卒業生の情報ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽを構築しま

す｡ 

②卒業生交流ｲﾍﾞﾝﾄの開催に積極的に

取り組みます｡ 

③卒業生意見を教育の質の向上に活

用できる仕組みを構築します｡ 

(3) 

①リハ・・・分科会活動や転職情報の提 

供が中心です。 

看護…卒業生のアドレスリストを作成し

ました。ホームカミングデーや

実践教育センター行事への案

内等に活用しています。   

②OC に卒業生が協力参加しました。 

看護…12/20 リカレント教育講座「看

護を語ろう会」を実施しました。 

③看護は「学生代表と学部長・学科長 

懇談会」を毎年 2月に、リハは「学 

生代表と学部長・学生委員長懇談 

会」を実施しています。 

（４）施設の充実 

①ラーニングコモンズスペース拡大や総

合ホール図書館利用メリットを広く学

生に周知し、さらにオンラインの図書活

用を推進して、利用率の増加に努めま

す。 

 

(4) 

①〇北条…新しい専門書への入れ替え 

推進及びテーマ展示を継続しました。 

〇学園町…前期ガイダンス 2 回終了 

及びテーマ展示を開始しました(7月 

～8月)。 
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Ｎｏ 施策種類 事業計画 実施状況 

４ 

 

社会貢献・文化活動

の推進 

（１）積極的な地域貢献 

①行政との包括的な連携を模索し、社

会貢献・地域貢献に努めます。 

②実践教育センターの活動の一つであ

る市民公開講座の充実により、地域

住民への貢献や交流に努めます。 

③障害者ｽﾎﾟｰﾂやﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ､あるい

は老年看護学等の専門性を活かした

助言や活動を通して､社会貢献に積

極的に取り組みます｡ 

 

①・②7月 第 21 回市民公開講座を 

実施しました。 

12月 23日に大東市と包括連携協 

定を締結しました。 

③リハ…JICA 広報支援、チェアースキ

ー指導員、体操競技トレーナー、交野

市介護認定審査会、四條畷保健所

難病患者地域支援推進事業 

作業療法専攻長が大東市バリアフリ

ー基本構想協議会委員に就任 

看護…病院等看護師の研究指導が 

中心 

  四條畷市と連携協定を締結し、「なわ 

て健康ラボ」を定期開催中です。 

５ 

 

 

学生募集 （１） 積極的な広報活動 

＜PT＞特に高校の体育会系クラブ活

動の部員に焦点を当てた広報活動

を行ないます。 

＜OT＞高校生に対して職種の認知度

向上に向けた活動に注力します。 

＜看護＞教職員協働による学生のフ

ォロー体制で、他大学との差別化に

注力します。 

① 重点エリア並びに高大連携高校等の

重点指定校に対し、各学科・専攻の

特性を踏まえたきめ細やかなアプロ

ーチのもと、オープンキャンパスへの

参加の増強に努めます。 

② 学園高校との連携を通して、医療分

野についての理解が深まる教育・広

報活動等により内部進学者の増加に

努めます。 

③ 特にリハビリテーション学部の入学者

増に力点を置いて広報活動を展開し

ます。指定校との個別分野における

〇OC 生徒参加実績（今年度累計） 

 PT：162（＋8１）、OT：81(±0)、 看 

護：371(-12) 

①以下の戦略的アプローチを実施しま 

した。 

・重点校 12校（東大阪大学敬愛・あべ

の翔学・緑風冠、枚方津田、好文学

園女子、他）で単独ガイダンス(模擬

授業含む)実施。 

・本学 HPの閲覧者拡大のため自前で 

発信。 

・高校 1,2年生の OC参加者に対して、 

郵送・メール・電話で入試案内。 

・遠隔地学生給付奨学金制度認知拡

大の為。対象地域(九州・四国)へのガ

イダンス参加強化。 

・SNS(X)連動により OC や授業風景を

掲載。 

 ②学園高校各コースへの個別に出前 
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Ｎｏ 施策種類 事業計画 実施状況 

提携等関係強化により、指定校推薦

による入学者の増加に努めます。 

④ ＨＰや SNS等の媒体を効果的に活用

し、高校低学年生徒への本学知名

度の浸透を図ります。 

授業を実施しました。 

 〇内部進学者数…PT4（＋1）、OT4 

（＋2）、看 11（+3） 

③新 HP リリースによる見やすさ、イメー

ジおよび情報掲載スピードが向上しま

した。 

④2025 年 1 月に開設した公式インス

タグラムにより、積極的な情報発信を

行ないました。 

〇指定校進学者数…PT12（▲5）、OT5 

（▲3）、看 14（+1） 

６ 

 

進路対策・就職対策 ①ｷｬﾘｱｾﾝﾀｰの機能向上により､効果

的な就職活動を支援します｡ 

②実践教育ｾﾝﾀｰを通じ､卒業生の転

職･復職等を支援する人材ﾊﾞﾝｸ的機

能をめざします｡ 

①看護…卒業予定者 70名中 67名が就

職内定で、3 名は大学院進学

予定です。 

リハ…PT 卒業予定者 33 名全員が就 

職内定で、OT も卒業予定者 17 

名全員が就職内定です。 

②6/20 卒業生を対象に臨床相談会を

実施しました。相談内容は看護師へ

の復職、大学院への進学、専科の変

更等でした。 

７ 災害対策への取組 ｢危機管理ﾏﾆｭｱﾙ｣に基づき､防災訓練

の実施等により､緊急災害時の対応力

の向上に努めます｡ 

①消防訓練を実施しました（9/6：リハ、

11/8：看護）。 
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Ｎｏ 施策種類 事業計画 実施状況 

８ その他 （１）学生サービスの向上 

①各種証明書発行のデジタル化を進

め、学生の利便性の向上に努めます。 

（２）事務品質の向上 

ｺﾝﾌﾟﾗｲｱﾝｽ遵守を土台とし､多能化や

業務の効率化を進め､ﾘｽｸ管理を強化

します｡ 

①円滑な学生対応に向け､事務品質を

維持･向上します｡ 

②外部研修会への積極的な参加により

知識を向上､事務ﾌﾟﾛｾｽを改善します｡ 

③業務ﾐｽ､ﾄﾗﾌﾞﾙ､ﾋﾔﾘﾊｯﾄを迅速に報

告､問題点･対応策を共有し､ﾘｽｸ意識

を強化します｡ 

（１） 

①証明書自動発行機導入を検討中で 

す。 

(2) 

①入試企画・科研費・キャリア支援・文

科省宛報告業務等のセンター集約を進

めました。 

②外部研修会には積極参加を促してお

り、教学に関する研修を中心に参加して

います。 

③今期、大学事務室・支援センター業

務に起因するヒヤリハット事象はありませ

んでした。 
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（３）短期大学                                      
Ｎｏ 施策種類 事業計画 実施状況 

1 

 

重点取組事項 

 

(1) 収容定員の充足  

少子化の進行等による急激な外部

環境の変化のもとで､令和 8 年度よ

り募集定員を 100 名（保育 60 名､

ﾗｲﾌ 40 名）に見直し､規模に適した

運営体制の早期構築と募集活動の

質や量ともに向上を図り､安定した入

学者数の確保に努めます。 

(1) 収容定員の充足 

令和 8 年度より募集定員を 180 名から 100

名に見直したものの、92 名（92％）の入学者

数となり、充足には至りませんでした。 

※保育 59名（98％）、ﾗｲﾌ 33名（83％） 

適切な運営体制の構築を目指しました。 

(2) 教育の質の向上 

短期大学における 3つのﾎﾟﾘｼｰ(ﾃﾞィ

ﾌﾟﾛﾏ･ﾎﾟﾘｼｰ､ｶﾘｷｭﾗﾑ･ﾎﾟﾘｼｰ､ｱﾄﾞﾐ

ｯｼｮﾝ･ﾎﾟﾘｼｰ)に基づき､ｱｾｽﾒﾝﾄﾎﾟﾘ

ｼｰに従って学修成果の達成状況を

評価し､教育の質の向上に努めると

ともに､早い段階から就職活動のｻ

ﾎﾟｰﾄに努めます｡ 

就職･進学支援を目的に､各種資格

検定試験等へのｻﾎﾟｰﾄ体制の充実

に努めます｡ 

(2) 教育の質の向上 

授業評価ｱﾝｹｰﾄや公開授業参観を通し､教学

委員会が中心となり､出された意見をﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯ

ｸする等教育の質の向上に努めました｡ 

社会人としての必要な基本的知識や就職活

動支援を通してｷｬﾘｱ教育の充実に努めまし

た。 

ﾗｲﾌﾃﾞｻﾞｲﾝ総合学科はもとより保育学科にお

いても多数の資格取得を可能として、取得へ

のｻﾎﾟｰﾄを通して教育の質の向上を図りまし

た。 

(3) 学生支援 

学生の学びの状況等把握に努め､

親身な生活･学習面のｻﾎﾟｰﾄ､保護

者との密な連携等により､休学･退学

の可能性がある学生に対し丁寧な

対応に努めます｡ 

(3)学生支援 

学生の特性等を学科内で共有し､担当による

きめ細やかな面談､ｻﾎﾟｰﾄを行うとともに､保護

者との懇談会を通じてｻﾎﾟｰﾄ体制を説明する

とともに､丁寧な対応に努めました｡ 

 ※休学 1名  退学 7 名 

（2024年 休学 1 名 退学 4 名） 

(2023年 休学 0名 退学 16名) 

｢障がい学生支援に関する基本方針｣に基づ

き設備状況も含めた支援体制につき具体的に

検討しました。 

FD・SD 研修として「四條畷学園短大の教育を

見る・観る・診る～日本の子どもの変容を踏ま

えて」を実施しました。 

2 

 

 

教育内容･水準の充

実 

 

(1)共通 

学生の学修機会の確保を図り､質の

向上を目指します｡ 

①「課題発見･対応能力」を高めるため､ｱｸﾃｨ

ﾌﾞﾗｰﾆﾝｸﾞ等の教育ﾂｰﾙを積極的な活用やｺﾐ

ｭﾆｹｰｼｮﾝ能力の向上に努めました｡また､教
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Ｎｏ 施策種類 事業計画 実施状況 

① ｢課題発見･対応能力｣を高める

ため､ｱｸﾃｨﾌﾞﾗｰニﾝｸﾞ等の教育

ﾂｰﾙを積極的に活用し 

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ能力の向上に努

めます｡また､必要な教養･知識

を備え､主体的行動ができる人

材を育成します｡ 

②学生の満足度が高く､質の高い教

育を提供します｡ 

ァ .新入生全員に｢入学に至る意

識調査｣を実施し､学習意欲や

短期大学への期待を把握し､

入学直後の指導を充実します｡ 

ィ.到達目標達成評価表(ﾙｰﾌﾞﾘｯ

ｸ評価法)により､運用や評価方

法等､評価者の理解力を高め､

ｶﾘｷｭﾗﾑの改善について検討

します｡ 

ゥ.｢授業評価ｱﾝｹｰﾄ｣や教員相互

による｢公開授業参観｣の実施､

結果を踏まえ､｢授業の質の向

上｣を図ります｡  

ェ.「ＩＣＴの活用」、「生成ＡＩの活

用」の可能性について検討を進めま

す。 

職員はあらゆる場面を通して､必要な教養･知

識を備え､主体的行動ができる人材育成に努

めました｡ 

②学生の満足度が高く､質の高い教育を提供

しました｡ 

ｱ.新入生全員に｢入学に至る意識調査｣を実

施し､学習意欲や短期大学への期待を把握

し､入学直後のｶﾞｲﾀﾞﾝｽで指導しました｡ 

ｲ.到達目標達成評価表(ﾙｰﾌﾞﾘｯｸ評価法)の

導入により､運用や評価方法等､評価者の理

解力を確認しました｡ 

ｳ.｢授業評価ｱﾝｹｰﾄ｣の実施を通して､出された

学生の声等を踏まえ、｢授業の質の向上｣に努

めました｡ 

・卒業生へ「卒業生ｱﾝｹｰﾄ」、2024 年度卒

業、就職した先に「卒業生評価調査」を実施

し、結果を踏まえ、教育の質の改善に活用し

ました。 

ェ.「ＩＣＴの活用」、「生成ＡＩの活用」の可能性

について検討を進めました。 

(2)保育学科 

①ﾋﾟｱﾉ等のﾏﾝﾂｰﾏﾝ指導による｢音

楽教育｣､幼児を魅了する感性を磨

く｢美術教育｣等の魅力ある教育を

目指し､学内の学びを社会で実践

する機会を設定することで、競合他

校との差別化を図ります｡ 

②｢指定園｣の見直し､取組み強化を

検討します｡実習先との意見･情報

交換の機会を増やし､事前･事後学

習の内容を改善に努め､実習内容

の一層の充実を図ります｡ 

(2)保育学科 

➀入学前にﾋﾟｱﾉ指導及び保育技術(造形)･保

育内容等の入学事前教育を実施し､入学後の

指導がｽﾑｰｽに始められるよう取り組みました｡

また､美術において､表現と鑑賞の両方を体験

し､子どもの理解を深め､指導者としての在り方

を学ぶ教育に努めました｡ 

➁指定園（施設）との相互理解や連携強化の

為、懇談会を実施しました。学習の事前･事後

の打ち合わせを密にすることで､学生へのきめ

細やかな指導に努めました｡ 
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Ｎｏ 施策種類 事業計画 実施状況 

(3)ﾗｲﾌﾃﾞｻﾞｲﾝ総合学科 

現実社会に対応し生き抜く力を育

成します｡社会や学生のﾆｰｽﾞを的確

にとらえ､授業内容を工夫し､各学生

が｢自分の適性｣に気づく教育を行い

ます｡また､各ｽｷﾙと就職先･ｷｬﾘｱ

ﾊﾟｽの関連を具体的に例示し､主体

的にﾗｲﾌﾃﾞｻﾞｲﾝ(人生設計)を描く

能力を高めます｡ 

 

(3)ﾗｲﾌﾃﾞｻﾞｲﾝ総合学科 

学生自身が「自分の適性」に気づくことが出来

るよう各学生に応じたきめ細かい教育を実施

しました。 

面談や就職活動のｻﾎﾟｰﾄを通して､学生自身

がｷｬﾘｱﾊﾟｽやﾗｲﾌﾃﾞｻﾞｲﾝを考えるｻﾎﾟｰﾄに努

めました｡ 

また、入学後の学習をｽﾑｰｽﾞに始められるよう

ﾗｲﾌﾃﾞｻﾞｲﾝの基礎学習を入学前教育として

新たに実施しました。 

3 

 

 

教育･研究基盤およ

び環境の充実 

 

(1)教育提携の在り方について､社会

情勢や学生ﾆｰｽﾞを踏まえ､学びや

すい環境について検討します｡ 

清風学舎において WiFi 環境を全ての教室に

おいて整え、学修環境の充実を図りました。学

生の生活環境に関する実態把握のために、今

年度も「学生生活満足度調査」を行い、結果

を受け、改善に努めました。 

(2)教育に関する最新情報の提供

や職場での悩みに対する助言を通

して､地域と協働の研究基盤の整

備､検討に努めます｡ 

･大東市･四條畷市･門真市の各

種委員会への派遣により､情報交換

に努めます｡ 

･大東市､四條畷市との連携事業

を通し実践･研究の質を高めます｡ 

大東市をはじめ、各種委員会に学識者等の

立場として派遣を積極的に行いました。 

大東市・四條畷市を中心に延べ 21 の委員の

派遣を行いました。 

四條畷市と連携･協力し､乳幼児教育･保育分

野において､幼稚園･保育園等にて研修やｱﾄﾞ

ﾊﾞｲｽを行いました｡ 

四條畷市との連携事業は保育研究を中心に

年度で計 14回実施しました。 

(3）｢なわてﾄﾞﾘﾙ(e-ﾗｰﾆﾝｸﾞ)｣の活

用を推進し､基礎学力の向上に努め

ます｡基礎学力と SPI 能力の連動性

や対象科目の変更等を検討し､充

実に努めます｡ 

受講状況を定期的に分析するとともに､社会

人としての常識･基礎学力の向上に努め、学

習利用時間向上が確認されました。今後も引

き続き利用情報の推移ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞを継続し、利

便性及び利用促進向上を図りました。 

(4）ICT の活用の 1 つとして｢eBook｣

による図書館機能の充実､活用､利

用を推進します｡ 

卒ｾﾞﾐの授業の一環として学園町図書館内に

あるｸﾞﾙｰﾌﾟﾐｰﾃｲﾝｸﾞﾙｰﾑ(特別学習教室)なら

びにパソコンを有効に使い「卒業研究ﾚﾎﾟｰﾄ」の

作成や各種検索ｼｽﾃﾑの活用など、ICT の活

用を推進に努めました｡ 

(5)科研費取得目標を 300万円とし

ます｡ 

年間科研費交付額（継続）1 件 2,990千円。 

2026 年度以降交付予定の科研費新規 1 件

を申請しました。 
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Ｎｏ 施策種類 事業計画 実施状況 

4 社会貢献･文化活動

の推進 

 

(1)地域住民および企業のﾆｰｽﾞ等

実態把握に努め､求められる｢ﾘｶﾚﾝﾄ

教育｣について検討し､地域に貢献し

ます｡ 

社会人ﾘﾌﾚｯｼｭ教育講座の新規講

座の開講に向けて地域ﾆｰｽﾞの把握

に努め､参加者の増強を目指しま

す｡ 

社会人ﾘﾌﾚｯｼｭ教育講座の広報及び参加者

確保手段及び大東商工会議所との連携等を

検討しました。 

＜社会人ﾘﾌﾚｯｼｭ教育講座＞  

前期開講 6講座開設 (内 1 講座不開講)  

後期開催 5講座開設 (内 1 講座不開講)  

特別講座  ｢第 16 回 なわて保育学講座｣を

開催し、86名の参加者となりました。  

(大東市･四條畷市･大阪府社会福祉協議会

において後援事業) 

(2)地域･大学と連携し､教育活動や

各種ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ活動を通して地域と

の接点を強化します｡ 

大東商工会議所所属の地元企業の社員食

堂へ「健康ﾒﾆｭｰ」を提案し、昨年に続き学生

考案ﾒﾆｭｰが採択されました。学生が地域へ

の貢献や地域からの学びにより接点の大切さ

を体感できました。 

5 学生募集 

 

(1)重点ｴﾘｱならびに高大連携高校

をはじめとした重点指定高校へのき

め細やかなｱﾌﾟﾛｰﾁのもと､模擬・体

験授業等の対応強化を図り､効果

的な募集活動を行うことで､ｵｰﾌﾟﾝｷ

ｬﾝﾊﾟｽ参加者の増強に努めます｡ま

た､入試の早期化や新たに導入した

入試等の魅力ある入試制度の周知

に努め､出願者数の増強を図りま

す｡ 

高大連携に関する提携を結んだ高校 13 校に

加え、新たに 1 校と締結し､高校との意見交換

のもと関係強化に努めました｡ 

重点指定校へのｱﾌﾟﾛｰﾁ強化、ｴﾘｱを拡大し

ての募集活動により、ｵｰﾌﾟﾝｷｬﾝﾊﾟｽへの参加

者増強に努めました｡ 

外部高校 来場者計 382 名(年間延べ人数) 

 (2024年 372名) 

3年生(実質人数) 187 名(2024 年 165名) 

「遠隔地学生給付奨学金」制度を利用し 2 名

が入学しました。 

(2)広報媒体の多様化ならびに高校

教員との接点強化により､短大の魅

力を伝えるべく､ﾀｰｹﾞｯﾄ層への発信

力(わかりやすさ･見やすさ等)の強

化､改善に努めます｡ 

学校案内､短期大学ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞの一部改定。 

SNS を活用した発信力の強化を行うべく､学生

の声の吸収に努めました｡また、SNS における

広告媒体を活用して、当学園の認知度ｱｯﾌﾟ

に努めました。 

(3）学校見学会･出前授業や短大

生の実体験紹介を増やす等により､

従来以上に学生の顔が見えるｵｰﾌﾟ

ﾝｷｬﾝﾊﾟｽにします｡ 

学生主体のｵｰﾌﾟﾝｷｬﾝﾊﾟｽ実施を目的に､学

生への事前指導、ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ力の強化のも

と、体験できる授業参加型に努めました。 

好評の模擬授業を高校生、保護者、進路指

導担当教諭の求める情報を踏まえ、より学生

との接する時間を増やす等改善し、実施しまし
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Ｎｏ 施策種類 事業計画 実施状況 

た。 

6 内部進学 

 

(1）進路決定の早期化を受け､学園

高校一年生に向けた体験授業の定

着化と全学年に向けたｷｬﾘｱﾃﾞｻﾞｲ

ﾝ授業の充実を図り､本学に対する

理解を深めます。 

1 月、2 月に学園高校一年生対象に体験授

業を実施しました。また、2 月に二年生対象に

次年度（三年生）で受講するｷｬﾘｱﾃﾞｻﾞｲﾝ授

業のﾌﾟﾚｾﾞﾝに参加するなどして本学の理解を

深めました。 

（2）高校・短大を通じて継続的に挨

拶やﾏﾅｰ等の基本を教育する仕組

み（情報交換、定期的な協議会）を

とおし､「社会適応力」を高めます。  

高校１、2 年生 探求の学習（保育)の授業に

音楽・美術・身体表現の担当教員を派遣して

楽しさを伝えました。 

 

定期的な高短連絡会や学年会議に参加する

等情報交換に努めました｡また、内部高校生・

保護者対象の「進学相談会」を開催しました。 

7 進路対策･就職対策 

 

(1)各種業界等が主催する｢就職ﾌｪ

ｱ｣等への積極的な参加を促すとと

もにｷｬﾘｱｾﾝﾀｰの利用促進の為､進

路面談機会の拡充を図り､ｻﾎﾟｰﾄ強

化に努めます。 

各種団体･企業が開催する就職ﾌｪｱの参加を

促し､現地での指導を行う等､個々人へのｻﾎﾟｰ

ﾄを強化しました｡ 

 

〈就職実績〉 

保育 100%(卒業生全体 98.1%) 

ﾗｲﾌ 97.0%(卒業生全体 82.1%) 

 

ｷｬﾘｱｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰによるきめ細かい指導体制の

もと、履歴書作成や面接指導の状況・内容を

記録し、共有することで就職支援の充実に努

めました。 

(2)大学進学(編入)希望者の個別

相談に応じ､適確な支援を行い､就

職以外の選択肢をｱﾋﾟｰﾙします｡ 

大学進学（編入学）について、検討している学

生に対して適宜適切な情報提供を行った結

果、8名（保育 5名、ﾗｲﾌ 3名）の編入学が決

定しました。 

（昨年度 6名、一昨年度 2 名） 

(3)卒業生が就職している企業を中

心とした学内企業説明会やｲﾝﾀｰﾝｼ

ｯﾌﾟの機会を増やし､学生の就職意

欲の高まりに繋げます｡また､学生の

就職活動に係る保護者説明会を開

催します｡ 

ﾎｰﾑｶﾐﾝｸﾞﾃﾞｰ開催や卒業生の就職先および

実習巡回訪問等の際に､求人情報の収集に

努めました｡ 

ﾗｲﾌ 1 年生の保護者を対象に就職活動に係

るｻﾎﾟｰﾄ体制等について説明し､保護者への理

解､協力を求めました｡また、｢NJ 講座｣を実施

し､卒業生から就職に係る生の声を届け､理解
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Ｎｏ 施策種類 事業計画 実施状況 

を深めました｡ 

(4)｢公務員対策講座｣の実施方法･

内容を工夫し､参加者･出席率を向

上させ､公務員志望･適性のある学

生を支援します｡ 

昨年度より従来の通学形式から学内での受講

形式に変更し、受講者が増加した結果、公務

員(保育)採用  2 名 (吹田市・枚方市)となり

ました。 

次年度に向けて（今年度）は公務員を希望す

る学生が例年に比べ少数であった為開催せ

ず、個別に対応しました。 

8 災害対策への取組 (1)｢危機管理ﾏﾆｭｱﾙ｣に基づき､防

災訓練を実施する等的確な災害対

策、対応ができる体制の確立を目

指します。 

ｶﾞｲﾀﾞﾝｽやﾕﾆﾊﾟで周知しました｡また､清風学

舎で防災訓練､連絡訓練を実施しました｡併せ

て動画視聴により災害への意識向上に努めま

した。 

9 その他 

施策種類 

(1)事務品質の向上 

ｺﾝﾌﾟﾗｲｱﾝｽ遵守を土台とし､多能

化や業務の効率化を進めるととも

に､ﾘｽｸ管理を強化します｡ 

･円滑な学生対応に向け､事務品

質の維持･向上に努めます｡ 

･外部研修会への積極的な参加

により知識の向上､事務ﾌﾟﾛｾｽ

の改善に繋げます｡ 

･業務ﾐｽやﾄﾗﾌﾞﾙ､ﾋﾔﾘﾊｯﾄを迅

速に報告､問題点や対応策を教

職員が共有し､ﾘｽｸに係る意識の

強化､定着に努めます｡ 

北条学舎の5Sにより、効率的な作業ｽﾍﾟｰｽの

確保に努めました。 

音楽教室に関する事務、就職関連の事務ﾌﾛ

ｰの見直しや、学生支援ｾﾝﾀｰと各事務室の棲

み分けを進め、役割を明確にしていくとともに、

職員の知識･経験を積み上げに努めました。 

外部研修会等への積極的な参加により知識

の向上､意識改革､事務ﾌﾟﾛｾｽの改善に努め

ました｡ 

 

〈事務過誤等によるﾋﾔﾘﾊｯﾄ件数〉 

事務ﾐｽ･ﾄﾗﾌﾞﾙ 2 件 (昨年度 3件) 

(2)学生支援ｾﾝﾀｰの活性化により､

教育ｻｰﾋﾞｽの向上を目指しま

す｡ 

･大学･短期大学の共通ﾌﾟﾗｯﾄﾎｰ 

ﾑ化の推進を図ります｡ 

･各事務室業務とのｾｸﾞﾒﾝﾄ化を 

図り､事務効率化を推進します｡ 

将来の事務統合を見据えて､ｾﾝﾀｰ業務の拡

充を図りました｡   

事務ﾌﾛｰ､管理ﾗｲﾝの見直しにより、効率化を

目指しました｡ 
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（４）高等学校                                      
中期的目標 今年度の重点目標 具体的な取組 評価指標 自己評価 

1.建学の精

神と教育理

念に基づく

学校経営計

画及び教育

計 画 の 策

定・実践 

(1)理念・方針にもと

づく教育計画の再

構築 

➀年度の初めに、各学年・

ｺｰｽ・各校務分掌で、教育

理念・教育方針を踏まえ

た指導目標・教育活動計

画を策定し、その目標の実

現に努めます。 

➀目標設定や計画策

定は重要です。教員の

自己評価平均 4.0 以

上を目指します。(R6

年度 3.91) 

3.99 教育理念・教育方

針に沿った教育活動の

実現に向け、４月に指

導目標・教育活動計画

を策定しその実現に努

めました。 

(2)教職員の資質向

上と学校運営体制

を改善・整備 

➀本校の特徴を前面に打

ち出し、新学習指導要領

に沿った取り組みを実践し

ていきます。 

②教員の「授業力」向上の

ため、教務部と委員会が

中心に、研修・会議・公開

授業を活用し、教育課題

や指導方法について話し

合い有効な実践につなげ

ます。 

③より良い教育実践のた

めに、教員間のｺﾐｭﾆｹｰｼ

ｮﾝや連携を図ります。 

①～③の自己評価は、

全て 4.0 以上を目指し

ます。 

③においては情報共有

に加え、横の連携を図

ります。 

(R6 年 度 ① 3.91 ②

3.33③3.58)  

①3.99 新学習指導要領

のねらいに沿った、教育

実践に取り組みました。 

②3.40 公開授業をする

ことで授業力の向上に

努めました。今後も授業

力向上について、研修等

を含めて改善を図りま

す。 

③3.74 各教科及び学

年、各部署での教員間で

の連携の必要性を明確

化し、改善への取り組み

が図れました。 

2.高校生に

求められる

学力及び態

度・諸能力

の基盤の養

成 

(1)主体的・対話的

で深い学び（AL 授

業）の実践 

➀基本的な知識・技能の

習得のために分かりやすい

授業改善に取り組み、内

部での授業公開を定例化

します。 

②思考力・判断力・表現

力の養成のための授業改

善を行います。 

③課題発見能力と課題解

決能力を養うための授業

を実践します。 

①～③の自己評価は、

全て 4.0 以上を目指し

ます。 

①の分かりやすい授業

改善には組織的に取り

組み、特に注力しま

す。 

(R6 年 度 ① 3.86 ②

3.82 

③3.65) 

①3.95②3.95③3.77 生

徒のための授業改革へ

向け、委員会を中心に取

り組んだ結果、前年度よ

りも高評価でした。より

一層の強化・向上への取

り組みを図ります。 

(2)集団・社会に貢

献できる態度・実行

力 

➀基本的な生活習慣・態

度・ﾏﾅｰを身につけるため

の指導をしっかり行いま

す。 

②学級活動や行事を通し

①･②の自己評価は、

全て 4.0 以上を目指し

ます。 

①について特に注力し

ます。 

①3.89②3.78 マナー・

身だしなみ指導は学内

外の生活全般を通じて

重点項目として取り組

み、ポイントアップでき
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中期的目標 今年度の重点目標 具体的な取組 評価指標 自己評価 

て、協働や責任感などの

社会性を身につける指導

を行います。 

(R6 年 度 ① 3.61 ②

3.63) 

ました。「礼儀と品性」

の理念に則り、継続した

取り組みを今後も図り

ます。 

(3)部活動を通して

心身の鍛錬 

➀短い活動時間で集中

し、技術や精神力など自ら

の心身を主体的に鍛える

指導を実践します。 

②協調性や行動力など社

会性を身につけるようﾁｰﾑ

ﾜｰｸを重視した指導を行い

ます。 

①・②の自己評価は、

総合的に 4.0以上を目

指します。 

(R6年度①･②3.74) 

①･②3.68 どのクラブ

も生徒の主体性を重視

した活動に移行しつつ

あります。活動を通じ

て、社会性を身に付ける

などの生徒の育成を図

りつつ、公式試合や大会

での成果もあげていま

す。 

(4)市民性を育む教

育 

➀よりよい地域を目指した

ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ活動等の集団

的、体験的な活動並びに

地域活動への参加を推奨

し、実践的学習を推進しま

す。 

①の自己評価は、4.0

以上を目指します。 

(R6 年 度 ① 3.00 ②

3.26) 

①3.11 低評価。生徒の

主権者としての自覚を

促すよう、あらゆる場面

で社会形成者としての

態度・能力を育む教育の

強化を図ります。 

②3.48 活動が一定の生

徒に偏る傾向を課題と

して捉え、実践的学習の

推進を幅広く図ります。 

(5)国際的資質を育

む教育 

➀海外からの研修生・留

学生を受入れ、また、本校

から研修生・留学生を派

遣し、これからの社会で必

要な国際感覚を育てま

す。 

➀自己評価は、4.0 以

上を目指します。 

(R6年度 3.53) 

3.82 派遣はコロナ禍以

前に戻りつつあります。

しかし、受入れが短期に

とどまっています。更に

活動の活発化を図りま

す。 

3.人としての

在り方・生き

方を考え、

他者と共に

より良く生き

ていくための

人権意識の

育成 

(1)自己・他者が共

により良く生きようと

する態度 

➀学年別にﾃｰﾏを決め、

多様な人権問題への適切

な理解と態度を身につける

学習を実施します。 

②学級生活や活動を通し

て、多様な価値観を認め

合い、仲間と共に調和して

生活しようとする態度を養

①・②の自己評価は、

全て 4.0 以上を目指し

ます。 

(R6 年 度 ① 3.60 ②

3.65) 

③の自己評価は、4.2

以上を目指します。い

じめの早期発見と対応

①3.73 ②3.90 人権教

育部・学年・教科が連携

をとりながら、生徒たち

の人権意識のさらなる

向上への取り組みを図

ります。 

③4.04 ポイントアップ

した。いじめ対策は特に
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中期的目標 今年度の重点目標 具体的な取組 評価指標 自己評価 

います。 

③いじめｱﾝｹｰﾄを学期ごと

に実施し、普段から生徒の

日々の様子をしっかり観察

することで、個人に応じた

きめ細やかな指導を行い

ます。 

に一層努めます 

(R6年度③3.82)  

重要視し、アンケートの

実施・面談などで生徒の

観察に力を入れました。

生徒たちが仲間と共に

調和し不安なく学校生

活が送れる指導を心掛

けました。 

(2)一人ひとりのﾆｰ

ｽﾞに応じた指導 

➀様々な課題を抱える生

徒一人ひとりをしっかり理

解し、丁寧に対応し支援を

行います。 

②生徒のﾆｰｽﾞを把握し教

職員が連携し、ﾁｰﾑとして

特別支援教育を実施しま

す。 

①･②の自己評価は、

全て 4.0 以上を目指し

ます。 

(R6 年 度 ① 4.00 ②

3.61) 

①4.16 ②3.75 課題を

抱える生徒への対応は、

教職員が組織的（保健

室・相談室・ICP）に連

携し、個々のニーズを把

握しながら支援しまし

た。 

今後、一層充実した体制

の構築を図ります。 

4.進路目標

の実現に向

けて、未来

を切り拓くｷ

ｬ ﾘｱ教育・

進路指導 

(1)未来の目標を実

現する能力 

➀生徒が自分の興味・関

心・得意を知り進路目標を

考える進路指導を行いま

す。 

②職業に対する関心・意

欲を高める体験的学習を

実施し、ｷｬﾘｱ教育を推進

します。 

①･②の自己評価は、

全て 4.0 以上を目指し

ます。 

(R6 年 度 ① 3.91 ②

3.89) 

①4.01②3.90 進路指導

は、各コースの特徴を明

確にしておこないまし

た。 

キャリア教育では、本校

独自の形態をさらに前

へ進め、生徒の進路選択

に繋がる取り組みが出

来ました。 

(2)生徒の目標を実

現させる進路相談・

支援 

➀進学や就職にかかわる

進路情報を提供し、丁寧

で個性に応じた相談や助

言を行います。 

②生徒のﾆｰｽﾞに対応した

放課後・休業中の講習を

実施します。 

①･②の自己評価は、

全て 4.0 以上を目指し

ます。 

(R6 年 度 ① 3.96 ②

3.46) 

①4.05②3.32 進路に関

わる情報は、係から学

年、担任へと滞ることな

く提供でき、担任が中心

となって生徒へ個別に

助言できました。講習・

個別指導は、生徒のニー

ズに合わせ実施しまし

た。 

5.安心・安

全な社会を

築 くための

(1)防災・減災に向

けた防災教育・訓練

を実施 

➀ﾏﾆｭｱﾙに沿った避難

訓練や地震・津波・火災

等、防災・減災に向けた防

①･②の自己評価は、

全て 4.0 以上を目指し

ます。訓練のみなら

①3.53②3.18 避難訓練

が十分な回数実施でき

なかった。引き続き訓練
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中期的目標 今年度の重点目標 具体的な取組 評価指標 自己評価 

態度と行動

力の養成 

災訓練を実施します。 

②自然災害に対する科学

的理解を深め、防災意識

を高める学習を実施しま

す。 

ず、科学的理解を深め

るよう努めます。 

(R6 年 度 ① 3.53 ②

3.26)  

などを通して、災害の科

学的理解を深めて生徒

の防災意識の向上を図

ります。 

6.内部進学

の強化 

(1)中高連携の強化 ➀中高連絡会議の内容の

充実と、高校での教育内

容の魅力をしっかりと中学

生・保護者に提供します。 

②本学園中学生への進学

相談において、親切・丁寧

な対応をします。 

③全ｺｰｽの教育内容を学

園中学生に公開および説

明することで、興味関心を

深めます。 

➀･②･③を実施するこ

とで、当学園中学校か

ら専願第一希望者、

25 名以上を目指しま

す。(令和 6年 21 名)  

学園中学校との連携に

より、専願 15 名、併願

4 名が受験しました。

（R8 年度入試受験）目

標値に届くよう、今後

一層高校の特色をアピ

ールしていきます。 

 

(2)高短連携の強化 ➀高短合同会議、高短連

絡会を通して、高短の連

携を密にします。 

②本学園短大の就職と編

入学の状況について説明

会を実施します。また、内

部進学した先輩が社会人

として活躍している様子を

高校生に紹介し、内部進

学の利点をｱﾋﾟｰﾙします。 

③本学園短大生の資格取

得状況を伝えることで、就

職に結びつけた進学指導

を行います。 

➀･②･③を実施するこ

とで、当学園短大への

内部選抜 A 日程の受

験者、45 名以上を目

指します。 

 

学園短大への進学者は、

21 名と減少しています。

（R8 年度受験）内訳は、

保育 10 名・ライフ 11 名

です。内部進学を後押し

しましたが、短大進学を

希望する者が減少してい

ると感じています。(令和 7

年度 40 名) 

(3)高大連携の強化 ➀高大連絡会議をさらに

充実します。 

②ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ学部・看護

学部の志願者増加に向け

た魅力ある説明会・体験

授業等を実施します。 

③本学園大学の内部進学

➀･②･③を実施するこ

とで、大学への内部選

抜の受験者、20 名以

上を目指します。 

 

学園大学への進学者は、

19 名と昨年よりも増えま

した。（R8年度受験）医療

系に興味のある者に早い

時期から働きかけたことが

増加の要因と思われま

す。内訳は、看護 11 名・
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中期的目標 今年度の重点目標 具体的な取組 評価指標 自己評価 

事前相談会を行うことで、

内部進学者の増加につな

げます。また、大学の体験

授業を実施することで、そ

れぞれの学部への理解を

深めます。 

理学 4 名・作業 4 名で

す。(令和 7 年度 16 名) 

7. 生徒募

集対策の強

化 

(1)募集・広報体制

の整備 

①募集広報部と専従者が

連携し、広報活動をより強

化します。 

②募集活動を効率よく行う

ために、統計的結果を基

にして、計画を策定しま

す。また、教職員が情報共

有できるための研修を実

施します。 

③活動予算の立案と効果

的な企画を検討していきま

す。 

〇広報活動による情報

提供や戦略の改善な

ど募集広報全般の自

己評価は、4.5 以上を

目指します。 

(R6年度 4.16) 

全般評価 4.32 

情報提供においては、

評価が前年度より 0.16

ﾎﾟｲﾝﾄ向上しています。

Webサイトの Instagram

や YouTube を活用し、

生徒たちの校内活動

や学外のチャレンジ企

画などを紹介していま

す。 

また、オープンスクール

の改良を重ね、各ｺｰｽ

の教育内容を中学生

や保護者、中学校・塾

に伝えています。 

(2)募集・広報戦略

の改善 

①募集方法や手段・時期

の設定として、web 広告を

有効的に活用し、より効果

的な広報活動をします。 

②活動対象に応じた戦略

として、教育活動を tiktok

などの SNS 動画で閲覧で

きるように、生徒目線で編

集することで広報していき

ます。 

③教育活動内容やﾌﾟﾛｸﾞﾗ

ﾑの情報を幅広く提供する

ための工夫として HP･パン

フレット・リーフレットの充実

を図ります。また HP では、

さまざまな教育活動の動

 2026 年度入試実績 

出願者 1,449 名 

(前年度 1,723 名) 

 [内訳] 

専願 498 名[合格 484

名] 

(前年度 544 名[534]) 

併願 951 名[合格 942

名] 

(前年度 1,179 名[1,176

名]) 
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中期的目標 今年度の重点目標 具体的な取組 評価指標 自己評価 

画を作成し、活動の様子

やクラブの戦績などを積極

的に発信します。 

(3)教育の特色の明

確化 

①各ｺｰｽの特色と実績を

明確にするために、それぞ

れの生徒に合った進路選

択ができるように努めま

す。 

②教育活動の充実と生徒

の成長を図るために、生徒

にわかりやすい授業の提

供と、学期に 1 回の授業

評価ｱﾝｹｰﾄを実施します。 

③教育理念に即した人を

育てる教育の実践として、

「実行から学べ」をﾃｰﾏに

生徒が参加し楽しめる企

画を検討します。 

④特技を有する入学生が

増加する対策を引き続き

行っていきます。 

①～④の自己評価は、

総合的に 4.0以上を目

指します。 

(R6年度 3.93) 

①～④4.03 

①指定校推薦、総合

型選抜、協定校受験

等をｺｰｽや個人に合わ

せた進路選択を提供し

ました。 

②満足度ｱｯﾌﾟに繋げ

るためにわかりやすい

授業の改革に努めまし

た。 

③教育理念の実践教

育としてチャレンジ企画

を年々多く提供したり、

探究プレゼンを強くす

すめています。 

④各ｸﾗﾌﾞ顧問の貢献

により、2026年度入試

の特技推薦出願者は、

64 名（昨年度 81 名）

となっています。 

8. コンプラ

イアンス 

行動規範・リスク管

理 

①学園の教職員として行

動規範を意識します。 

②コンプライアンス遵守の

リスク管理をします。 

①・②の自己評価は、

総合的に 4.0以上を目

指します。 

(R6年度①･②3.68) 

①・②3.85 コンプライ

アンスの順守を常に呼

びかけ、報連相、コミュ

ニケーションを常とした

職場を目指しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



                 

Shijonawate Gakuen 

32 

 

（５）中学校                                   
【学校全体】 

中 期 的

目標 

今年度の重点

目標 

具体的な取組 評価指標 自己評価 

1. 建学

の 精 神

に基づく

教 育 の

実 践 と

私学とし

て の 独

自性 

(1)  私学の独

自性 

 

➀職員研修などを通じて、

建学の精神・教育理念など

を理解・実践します。 

 

 

 

 

 

②入学式・卒業式・全体集

会などを通じて、建学の精

神・教育理念について生徒

に話をし、理解に努めま

す。 

 

 

 

③教育方針｢個性の尊重｣ 

｢実行から学べ｣｢明朗と自

主｣ ｢礼儀と品性｣ に沿っ

て､学校行事も含めあらゆ

る教育活動を通して､人格

形成を図ります｡ 

➀教員による建学の

精神・教育理念の理

解・実践目標を 4.3

以上とします。 

（令和 6年度 建学

の精神・教員 4.4 

教育理念・教員

4.2） 

②諸式を通じて校長

講話の中で、建学の

精神・教育理念等を

わかりやすく説明し

ます。 

（令和 6年度保護

者 4.0生徒 4.2） 

 

③宿泊行事や社会

見学など多彩な行

事を通じて教育方針

に基づいた活動を実

践します｡ 

(令和 6年度生徒

4.4) 

②③の目標は 4.2

以上とします。 

① 教員の建学の精神・教 

育理念の理解が定着してい

ます。（〇教員 4.3） 

 

 

 

 

 

② 教員がよく理解し、 

それに基づいて教育を行うこ

とができました。生徒の評価

についても向上しました。今

後も話題に触れる機会を増

やし、より丁寧な説明を心が

けます。（〇保護者 4.2〇生

徒 4.3） 

③ 生徒指導部は毎月月 

間目標を設定し、教育方針

の啓発に努めることができま

した。（◎教員 4.3） 

 

（１）について概ね高評価で、

これを維持します。 

(2)  生徒のニ

ーズに対応した

教育活動 

➀授業評価を検証し、改

善点を見出し、生徒にとっ

てよりよい指導を行いま

す。 

②発展探究クラスは、「総

合的な探究学習（G-pro）」

を授業に取り入れ、探究活

動を通じて協働し自ら発信

する力を養い、将来の進路

発展探究・発展文

理の２つのクラス編

成により、新しい形の

教育活動を実践しま

す。 

探究活動など各教

育活動が、より充実

するようPDCAを繰り

返し、進化・発展さ

① コースの特徴を理解 

し、授業評価を検証し、改善

し実行できているかについて

は努力の成果が見られま

す。引き続き、努力を継続し

ます。 （△教員 4.1） 

生徒、保護者とも②③の文

理・探究クラスそれぞれの取

り組みには理解し満足してい
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中 期 的

目標 

今年度の重点

目標 

具体的な取組 評価指標 自己評価 

を自ら実現させます。 

 

③ 発展文理クラスは、学

年での探究活動に加え、

日々の確認テストやハイレ

ベルな目標設定を通じて、

主体的に応用的な内容ま

で学ばせ、よりハイレベルな

進路実現のニーズに対応

します。 

せます。 

生徒がそれぞれのク

ラスカリキュラムに従

い、活動を実践し、

理解できるように努

めます。（令和６年

度生徒 4.2 保護者

4.0） 

それぞれの目標値

を 4.2以上とします。 

ます。 

（◎生徒 4.4・〇保護者 4.2） 

 

（２）は、探究活動や新たな

行事、教育活動が充実しつ

つあります。歩みを止めず、

PDCA のもと、さらなる改良に

努め、挑戦を続けます。 

悩みを抱える生徒が増加す

る中、学校生活で、個々の

生徒に合った教育サポートに

努めていますが、今後も課題

意識を持ち、取り組みます。 

(3)進路指導 ➀生徒が､自ら夢に向かう

進路実現ができるように、

また、主体的により良い進

路選択ができるよう､進路

情報を提供するため､３年

時２回の進路ｶﾞｲﾀﾞﾝｽを行

います｡ 

加えて、各担任による個別

対応もしっかりと実践しま

す。 

②自分の進路について主

体的にまた積極的に考え、

そのための進路を選択でき

る力を育みます。 

 

③個々の生徒に応じた目

標を実現させるよう､３年の

1 学期より希望調査をとり､

生徒・保護者との面談を大

切にしながら進路相談や進

路支援を行います｡ 

➀ 生徒の将来を見

据え､進路探究活動

を通じて自己発見や

進路選択のための

情報を提供します｡

(令和６年度教員

4.5 生徒 4.2 保護

者 3.7) 

目標は 4.2 以上とし

ます。 

② 探究活動を通じ

て、自己肯定感を高

め、自ら考え、進路

選択できる力を養成

します。 

③ 個々の生徒に応

じた目標を実現させ

るよう､進路相談や

進路支援を行ない

ます。（令和６年度

は生徒 4.2 保護者

3.7 教員 4.4） 

4.2 以上を目標とし

① 情報速度が増す中、新

しい形の進路ガイダンスに挑

戦しています。低学年時から

の情報提供にも努めました。 

今後も生徒・保護者が必要

とする情報を早期に提供で

きるようにします。（△保護者

3.9  〇生徒 4.3  ◎教員

4.6） 

 

② 探究活動を通じて生徒 

の主体性を引き出す努力を

していますが、より具体的に

進路選択につながる努力を

続けます。（〇） 

③ 進路相談は昨年に引 

き続き高評価ですが、保護

者の期待に応えられるよう、

より一層の努力、向上を目

指します。（◎生徒 4.3 △

保護者 3.9 ◎教員 4.5） 

 

（３）の進路指導は中学校の
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中 期 的

目標 

今年度の重点

目標 

具体的な取組 評価指標 自己評価 

ます。 要であり、これからもデータな

どを整理・分析し、進路面談

に役立てます。 

保護者のニーズをとらえた進

路指導を目指します。 

 

【学習指導・人権教育】 

中 期 的

目標 

今年度の重点

目標 

具体的な取組 評価指標 自己評価 

1. 学習

面におけ

る、きめ

細 か い

指 導 の

実 践 と

確 か な

学 力 の

育成 

(1)教科指導 

 

➀各教科、ｼﾗﾊﾞｽに沿っ

て指導し、グループ学習を

取り入れ、「主体的・対話

的で深い学び」の実現に向

け、授業改善に取り組みま

す｡ 

 

 

 

②ICT 機器（タブレット）を積

極的に利用し、分かりやす

い授業を目指し、創意工夫

を行います｡ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

➀ ｼﾗﾊﾞｽに沿っ

た指導、グループ学

習や ALを取り入

れ、より一層内容定

着の充実を図りま

す。目標を 4.2以上

にします｡ 

(令和６年度 教員

4.2) 

② 授業への創意

工夫を行い､活動や

教科等でＩＣＴ機器の

有効活用を通じ、効

率的で分かりやすい

授業の展開の目標

値を 4.2以上にしま

す。 

（令和６年度教員

4.2） 

生徒・保護者による

「ICT機器の利用な

ど授業は分かりやす

いか」には (令和６

年度 生徒 4.2 保

護者 3.9)とまだ開き

がありました。 

両者の目標値を 4.2

① 主体的・対話的で深い 

学びによる新しい学習形態も

定着してきています。シラバ

スに沿った指導については、

シラバスの再調整を含め、教

科内での研究や情報共有が

一層必要と考えます。（△教

員 4.1） 

 

② 分かりやすい授業の展 

開については、評価はやや

向上しました。引き続き、授

業研鑽に努めます。  

（△保護者 4.1〇生徒 4.2） 

教科会議を充実させ、教科

内での情報共有、さらなるス

キル向上に努めます。 

（◎教員 4.4） 

また、ICT リテラシーの向上も

目指します。 
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中 期 的

目標 

今年度の重点

目標 

具体的な取組 評価指標 自己評価 

 

③学力の向上と定着をめ

ざすため､早朝学習･放課

後学習（自習室活動）･休

暇中の講習を実施します｡ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④自らの課題に向けて考

え、協働し、自己肯定感を

高め、学習意欲を高めるた

めに探究活動を実施しま

す。 

以上に設定します｡ 

③ 生徒の学力向

上･学習の遅れてい

る生徒の支援を

個々の生徒の実態

に合わせて行なう努

力をしていますが、 

（令和６年度教員

3.7）と 

評価が低いです。 

生徒の学力向上へ

の取り組みは、(令和

６年度 生徒 4.3 

保護者 3.6 教員

4.0)で、保護者と生

徒で開きがありま

す。内容充実に向け

改革に挑戦し、4.2

以上を目標としま

す。 

④探究活動を通じ

て、生徒が「主体

的・対話的で深い学

び」を実現し、様々

なことに興味・関心

が持て、意欲を得る

ようになることを目標

とします。 

 

③ 生徒の学力支援に対 

する教員評価は 3.8 と昨年

より向上しつつも、評価が低く

とどまりました。（△） 

生徒の教員努力に対する評

価は、4.3 と評価を得ていま

す。保護者は 3.9 と昨年より

向上しましたが、一層努力し

ます。 

 

学力向上への取り組みは、

充実しつつありますが、教科

指導について、生徒個々の

弱点は多岐にわたるため、

引き続き個別最適化を目指

し、努力します。 

（〇生徒 4.3△保護者 3.9◎

教員 4.4） 

 

④ 探究活動が生徒の成 

長につながるかについては教

員の手ごたえがあります。今

後も向上を目指します。（〇 

教員 4.3） 

2. 人権

を 尊 重

す る 学

校づくり 

(1) 人権教育 ➀「心のバリアフリー」の観

点から、障がい者理解を深

めつつ、人権感覚を持ち、

相手の立場になって行動

できるよう､日々の学校生

活すべての活動を通して人

権教育を行います｡ 

 

➀教員は周囲の人

を尊重し､よりよい人

間関係を築いていく

態度を養う教育を実

践します。 

（令和６年度教員

4.3）であり、引き続

き 4.3 以上を目標と

① 教員は学校生活の 

すべての活動を通して人権

教育に取り組んでおり、その

点で評価できます。 

（〇教員 4.4）  

実際に人権意識を高めてい

るかについても目標をクリア

できました。（◎教員 4.3） 
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中 期 的

目標 

今年度の重点

目標 

具体的な取組 評価指標 自己評価 

 

②いじめ等の予防、早期発

見のため各学年､日直面談

を行い､学期ごとに｢仲間づ

くりｱﾝｹｰﾄ｣を実施し､クラス

の現状を把握し、人権意識

を育てます｡ 

 

 

 

 

 

 

 

 

③障がい者と外国人差別

について(１年)､身分差別と

平和学習(２年)､総まとめと

進路について(３年)と学年

毎にﾃｰﾏを決め人権教育

を行います｡ 

 

 

④12 月の人権週間には中

学校行事として､人権講演

会を実施します｡ 

します。 

② 生徒･保護者に

よる教員の｢いじめ｣

の対応は適切かに

ついては、まだ保護

者の評価が低いで

す。(令和６年度 生

徒 4.0 保護者 3.8 

教員 4.1) 

日直面談等日々の

情報収集の充実を

図り、教員間で共有

し、的確な指導にあ

たります。目標は 4.0

以上とします｡ 

③  教員は人権に

係わる様々な問題

に関心を持ち､人権

意識を高める教育を

実践します｡(令和６

年度教員 4.4) 

4.3 以上を目標とし

ます。 

④  人権講演会や

道徳的な行事につ

いては(令和６年度 

生徒 4.4 保護者

3.9 教員 4.4) で満

足度はやや向上して

います。ていねいな

人権教育を継続し、

目標を 4.2 以上とし

ます｡ 

 

② 教員のいじめ対応につ 

いて、面談やアンケートにより

未然に防ぐ努力をしていま

す。 

評価はやや向上しつつありま

すが、今年度は「いじめ重大

事態」案件が発生するなど、

早期発見や初期対応の不

備が見受けられました。権利

意識が高まる中、反省を生

かし、いっそうの工夫が継続

課題でもあります。（〇生徒

4.2 △保護者 3.9） 

 

③ 生徒の人権意識向上 

への教育については、教員

は、努力を続けていますが、

時代や社会のニーズに合っ

た活動を模索します。 

（〇教員 4.3） 

 

 

④ 人権講演会や道徳的な 

行事に関しては、向上が見ら

れ、保護者には満足度も向

上しつつあります。保護者に

も活動内容の一層の周知に

努めます。（〇生徒 4.4 △

保護者 4.1 ◎教員 4.3） 

 

人権教育に関しては、今後も

綿密な計画を立て、実施し

ます。 

反面、いじめに関しては、今

年度の反省を生かし、初期
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中 期 的

目標 

今年度の重点

目標 

具体的な取組 評価指標 自己評価 

対応、情報共有の在り方を

見直し、丁寧な対応、研修を

重ねるなど努力します。 

【学校生活】 

中 期 的

目標 

今年度の重点

目標 

具体的な取組 評価指標 自己評価 

1. 基本

的 な 生

活 習 慣

の確立と

安 全 で

安 心 な

学校づく

り 、およ

び 生 徒

支 援 を

通じた豊

か な 人

格形成 

(1)生活指導 

 

➀個別の問題行動の対応

にとどまることなく、基本的

な生活習慣と規律ある態

度を養う指導を行い､集団

生活において社会性を身

につけさせます｡  

また、生徒にとって過ごしや

すい生活環境であるために

規則の改訂にも継続的に

取り組みます。 

 

 

 

 

②重点を置いた指導とし

て､生徒指導部が中心とな

り､乗車マナーの啓発や挨

拶運動を実施します｡ 

➀ 教員による､規

則を守らせる指導、

挨拶･礼儀を重んじ

るは (令和６年度

3.8)で向上が必要で

す。目標は 4.2以上

とします。 

規則を守る態度を

養う指導 (令和６年

度 生徒 4.3保護者

3.9)と保護者の満足

度の向上を目指しま

す｡引き続き 4.2以

上を目標とします。 

② (令和６年度生

徒 4.0 保護者 3.7

教員 4.0)とより努力

が必要です。 

生徒会を中心に積

極的に挨拶運動を

行い､学校月間目標

により､さらに啓発を

行います｡目標値を

4.0以上とします。 

① 規則を守らせる指導 

について教員の評価は努力

課題ですが、生徒の評価は

目標に達しています。（◎生

徒 4.3△保護者 4.1△教員

3.9） 

多様な価値観に対応する変

革の時期であり、教員の指導

にも工夫を求められていま

す。教員の共通認識を深

め、生徒に寄り添う努力が必

要です。（△教員 3.9） 

 

 

② 生徒支援部と生徒会 

を中心に活動を続けていま

すが、生活習慣やマナーに

ついては課題が残ります。 

いっそうの啓発を続けます。

（〇生徒 4.3△保護者 3.9） 

(2)危機管理と

情報公開 

➀教職員は生徒の安全が

何よりも大切であるという認

識を持ち､危機管理ﾏﾆｭｱ

ﾙを作成し､安全･安心な学

校をめざします｡また、災害

に備えて備蓄品を整えま

➀ 安心･安全な学

校を目指すことに関

して､危機管理ﾏﾆｭ

ｱﾙの点検・整備を

行います。(令和６年

度教員 4.3) 

① 危機管理マニュアル 

の整備や学校安全対策は概

ね高評価で、目標値に到達

しました。安全対策は重要で

あり、実際を想定した安全を

意識します。（◎教員 4.4） 
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中 期 的

目標 

今年度の重点

目標 

具体的な取組 評価指標 自己評価 

す。 

 

 

 

 

 

 

 

②情報モラル講演会など

により、スマートフォン・タブ

レットなどの情報機器の正

しい使用法を習得させま

す。 

特に SNS、写真撮影等個

人情報の公開の危険性、

人権面での指導に力点を

置きます。 

 

 

③学校ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞの公開掲

示板等で可能な範囲の教

育活動や情報の公開を行

います｡ 

また、緊急時の警

察､消防との連携･訓

練等の学校安全対

策も引き続き実践し

ます。 (令和６年度

教員 4.2)  

4.2 以上の目標とし

ます。 

② 情報機器の正し

い使い方では（令和

６年度 生徒 4.2 保

護者 3.6 教員 4.3）

と保護者の生徒に

対する信頼がまだ低

いようです。家庭へ

のアドバイスや連携

などの充実を目指

し、4.0以上を目標と

します。 

③ 情報公開につい

ては､努力により保

護者の満足度が向

上しつつあります。 

(令和６年度  生徒

4.5 保護者 4.0 教

員 4.5)     

よりわかりやすい方

法を模索し、4.2 以

上を目標とします｡ 

 

 

 

 

 

 

 

 

② スマホ・タブレットなど 

の使用法に関して、今年度も

生徒と保護者の見解が分か

れています。情報化が進む

中、保護者が生徒を信頼し、

安全に利用できるよう、保護

者への情報モラル教育の共

有と生徒へのモラル指導の

徹底を図ります。（〇生徒

4.4△保護者 4.0） 

 

③  ホームページの充 

実、SNS による発信に努力

し、保護者の満足度も向上し

ています。 

（◎生徒 4.7◎保護者 4.5） 

(3) 学校行事

や部活動 

①社会性や協調性の育成

のため､部活動を奨励しま

す｡ 

 

 

 

 

① 部活動への参

加を引 

き続き奨励し、社会

性を育むよう努力し

ます｡ 

(令和６年度  生徒

4.2 保護者 3.9)で

① クラブ活動については、 

保護者の理解に満足が得ら

れるよう、時代に沿った活動

への理解を深めるとともに、

充実した活動に努めます。 

（〇生徒 4.2 △保護者 3.9） 
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中 期 的

目標 

今年度の重点

目標 

具体的な取組 評価指標 自己評価 

 

 

②情操面を豊かに育てる

ため､宿泊研修､校外学習､

視聴覚行事、ｵﾘｴﾝﾃｰﾘﾝ

ｸﾞなど多彩な行事を充実さ

せます｡ 

文化祭、体育会では生徒

会を中心に、自主的に活

動する姿勢を育てる機会

にします。 

 

 

 

 

 

③全クラスでさまざまな行

事と探究活動を結びつけ、

発展探究クラスでは「探究

（G-pro）」授業を充実させ

ます。 

す。4.1 以上を目指

します。 

②多彩な行事の中

で､協調性を持ちな

がら主体的に考え、

行動できる生徒を育

てます｡ 

(令和６年度  生徒

4.4 保護者 4.1 教

員 4.6) 

新しい取り組みに挑

戦し、より時流に沿

った活動を目指しま

す。 

4.2 以上を目標とし

ます。 

③主体的に活動 

し、協働し、表現でき

る生徒を育てます。 

 

 

②宿泊行事や体育会・ 

文化祭は、毎年向上を目指

し挑戦し、高評価を得ていま

す。常に新しい形を模索し、

次年度も改革に臨みます。

（◎生徒 4.5〇保護者 4.3 

◎教員 4.6） 

 

 

 

 

 

 

 

③ 文化祭での探究発表や

３年生の合唱など生徒が主

体的に活動できています。

（〇）  

(4)  課題を抱

える生徒への

支援 

➀生徒が抱えている問題

に対して､きめ細かい相談･

指導を行います｡ 

担当を中心に主任、クラブ

顧問など多くの教員で情報

を共有し、対応します。 

 

 

 

②問題解決の部署として

ICP(臨床心理研究所)の存

在の明確化をするとともに､

生徒相談係を中心に相談

しやすい環境づくりに努めま

す｡ 

➀ 担任・学年は日

直面談等きめ細か

い支援に努力し、

日々の生徒の状況

を把握し、早期対応

に努めます。 

(令和６年度教員

4.0) 引き続き、目

標は 4.2 とします。 

②  面談等の満足

度は、まだ低いです｡ 

限られた時間の中で

も個々の生徒に寄り

添う気持ちを持ち対

応します。アフターコ

① 担任を中心として、生 

徒の変化を見逃さないように

努力をしています。日直面談

を充実させ、効果のある面談

を目指し、引き続き PDCA に

より活動の有効化に努めま

す。 

（△生徒 4.0 △保護者 4.1

△教員 4.1） 

② 昨年より面談の改善に 

努めていますが、まだ目標値

に達していません。評価は向

上しつつありますが、面談の

あり方をさらに工夫し、努力し

ます。 
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中 期 的

目標 

今年度の重点

目標 

具体的な取組 評価指標 自己評価 

ロナが抱える問題へ

の対応を模索し、積

極的に課題に取り組

みます。 

【社会貢献】 

中 期 的

目標 

今年度の重点

目標 

具体的な取組 評価指標 自己評価 

1. 保護

者･同窓

会･後援

会との連

携 と 社

会貢献 

(1)  保護者･

同窓会･後援会

との連携推進 

地域の社会活

動への協力 

 

➀保護者と協力し PTA 活

動を活発にするとともに､保

護者･同窓会･後援会との

連携し､文化祭･体育会な

どの活動を支援します｡ 

 

 

 

 

 

 

 

②生徒会活動を通して復

興支援やﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ活動等

で地域に協力します｡ 

➀ PTA活動は通

常の活動に戻り、時

流に合った形を目指

し努力を続けていま

す。(令和６年度 保

護者 4.0 教員 4.3) 

充実した、取り組み

やすい活動を目指し

ます。 

目標値 4.0以上と

なるよう活動を支援

します。 

② 生徒会活動は

(令和６年度 生徒

3.8) と生徒個々か

らの評価はまだ低い

です。 

より積極的な活動を

目指します。目標値

を 4.0以上とします｡ 

① コロナ後 PTA活動に 

対する評価は低迷していまし

たが、PTA役員の努力やア

イデアにより、活動への評価

は向上しました。 

さらに工夫を加え、努力しま

す。 

（◎保護者 4.3◎教員 4.5） 

 

 

 

 

② 生徒会活動は、生徒が 

主体的に参加する形に変え

つつありますが、個々の生徒

の活動としては、その評価は

低いです。より前向きな活動

に向け充実させます。 

（△生徒 3.9） 

【生徒募集】 

中 期 的

目標 

今年度の重点

目標 

具体的な取組 評価指標 自己評価 

1. 生徒

募 集 対

策 

(1)学外説明会

の充実による受

験者確保 

 

➀生徒による学校紹介、ｸ

ﾗﾌﾞ紹介や個別説明会、ﾌﾟ

ﾚﾃｽﾄを実施します｡また、

発展探究・発展文理クラス

の活動を紹介し、より一層

の理解と共感を得るように

➀ 中高広報サポ

ート室開設３期目と

なります。全学的な

広報活動の取り組

みとして、客観的な

検証ができつつあり

① 第３回（12月）の説明 

会参加者数は２６９名となり、

昨年の２２４名から４５名増

加しました。反面、内部進学

者は３６名で２１名減少となり

ました。1次受験者数は１３



                 

Shijonawate Gakuen 

41 

 

中 期 的

目標 

今年度の重点

目標 

具体的な取組 評価指標 自己評価 

工夫します。 ます。課題を具体化

し、各主要説明会の

認知度を高め、参加

者数の前年度比増

加に向け、効果的な

事前オープンスクー

ルのあり方を再企画

し、わかりやすい、温

かみのある丁寧な受

験生・保護者との関

係構築を目指しま

す。受験者数を増や

し、入学者数 160

名以上の獲得を目

標とします。 

４名にとどまりました。（昨年

度 140名） （△） 

最終入学予定者数は１３５

名となり、昨年より５名減とな

りました。（△） 

目標値１６０名以上に努めま

す。 

(2)小中連絡会

等による内部

小学校との連

携充実 

内部進学者数

の増加努力 

➀中学校紹介･進路相談ｺ

ｰﾅｰなどを設置し､公開授

業・体験授業などへの児童

の参加を勧めます｡ 

本校探究活動のあり方を

理解してもらうよう努力しま

す。 

 

②小中の系統的な学習が

重要であることを自覚し、

小学校・中学校それぞれ

の教員の専門性を融合さ

せ、質の向上に努力しま

す。私学における 9 カ年小

中連携のカリキュラムや実

践方法を協議し、組織的・

計画的な取り組みを模索し

ます。 

➀内部小学校との

連携を深め、内部進

学者を在籍者数の

70％以上を目標 

とします｡(令和６年

63％)また、昨年度

から開始した小中合

同研修を充実させ、

将来に向け、小中連

動のあり方を模索し

ます。 

①内部進学者数は最終 

３６名、昨年度より２１名減と

なりました。全体の４４％で昨

年比１９％減となり、５０％を

切りました。小学校と協力し、

７０％の目標値に向け、募集

強化します。（△） 

 

②小中合同研修会を春・ 

夏に実施し、互いの教育活

動、生徒指導などの情報交

換・情報共有に努めました。

引き続き研修会を充実さ

せ、円滑な連携ができるよう

努めます。 

(3)中高連絡会

等による内部

高等学校との

①各教員が内部高等学校

の教育内容を十分に理解

するように努力します｡ 

① 高校の積極的 

な紹介、個別ブース

等で理解を深め、学

①  内部進学者数（専願 

 １５名・併願４名）となりまし

た。専願者は全体の１０％



                 

Shijonawate Gakuen 

42 

 

中 期 的

目標 

今年度の重点

目標 

具体的な取組 評価指標 自己評価 

連携充実 内進学は、在籍者

数の 20％以上を目

標とします｡ 

（昨年１３％）、受験者は全

体の１３％（昨年１８％）となり

ました。高校との連携をとり、

目標値に向け、努力します。

（△） 

(4)高校進学実

績の強化 

①生徒が自主的・主体的

に選択できる、他私立学校

にない進路指導を実現しま

す。 

多彩な高校への進路実績

により、募集力向上に努め

ます。 

① きめ細やかな 

別指導や学習活動

はもちろんのこと、特

待生制度に加え、特

待チャレンジ入試制

度により、優秀な生

徒を獲得による相乗

効果により、全体の

進路実績強化を目

指します。 

① 今年も１５名（昨年１６ 

名）の特待生の確保ができ、

３年後の進路実績強化の原

動力の一つとします。（〇） 

今年度も上位層は例年並み

の高校受験状況となりまし

た。少子化等による受験者

層の学力低下がある中、教

育内容進路指導の一層の

充実が課題です。具体的な

取り組みを試み、外部評価

を向上させます。 

（〇生徒 4.3） 

(5) ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ

の充実 

①HPや SNSなどを通じて、

受験生・保護者に学園の

魅力をわかりやすく伝えま

す｡ 

① 本学の教育の 

特長を説明する等ﾎ

ｰﾑﾍﾟｰｼﾞを充実させ

ます｡ 

また､常に SNS 等に

よる最新の情報発

信を実施し、温もり

のある学校のイメー

ジ発信に一層努力し

ます。 

① ホームページを積極 

的に更新し、受験生により親

しみやすい形になるように努

力しています。 

SNS 等による発信も継続し、

情報発信に努めます。 

（◎生徒 4.7〇保護者 4.5） 
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（６）小学校                                      
中期的目標 今年度の重点目標 具体的な取組 評価指標 自己評価 

1.建学の精

神を土台と

した私学の

独自性 

建学の精神の理

解と実践と教育

計画の構築 

 

➀職員研修などを通し

て、建学の精神・教育

理念や方針を理解し、

実践します。 

②小学校教育指針に

基づく教育計画の構築

し、実践します。 

➀教育方針の具体化

に関する教員自己評価

4.3 以上を目指します。

（令和 6年度 4.2） 

②年間教育計画に関

する教員自己評価 4.0

以上を目指します。（令

和 6年度 3.9） 

①教育方針の具体化

に関する教員自己評価

は 4.2 で目標に達しま

せんでした。 

②年間教育計画に関

する教員自己評価は

4.2 で目標に達しまし

た。 

2.基礎学力

の徹底と学

園小独自

のｶﾘｷｭﾗﾑ

づくり 

(1)基礎学力の徹

底 

一人ひとりの興味関心

を大切にし、学習に自

信を持たせるように配

慮し、意欲的態度や実

行力を養いながら基礎

学力の徹底を図りま

す。 

保護者アンケート「基礎

学力向上を目指して努

力している」の評価を

4.1 以上に向上します。

（令和 6年度 4.0） 

学力向上に関する教員

自己評価 4.5 以上を目

指します。（令和 6年度

4.4） 

保護者アンケート「基礎

学力向上を目指して努

力している」の評価は

3.8で目標に達しません

でした。 

学力向上に関する教員

自己評価は 4.4 で目標

に達しませんでした。 

保護者の評価が年々

下がっており、基礎学

力向上の方法を早急に

検討し、徹底できる必

要があります 

(2)独自のｶﾘｷｭ

ﾗﾑづくり 

➀指導要領の内容に

加えて、学園小独自に

開発・改良を加えた学

習を組み合わせて、より

子どもたちにわかりやす

く意欲的になれる授業

を実践します。 

②英語教育の充実・

ICT 機器を用いた各教

科の効果ある授業の実

践を目指します。 

 特に4年生は、常時1

人 1台 ipadを利用でき

るため、効果的なプログ

ラムを研究し、実践して

➀保護者、児童アンケ

ートのうち、「教え方は

工夫されている」の評価

を保護者 4.2 以上、児

童 4.4 以上に向上しま

す。（令和 6 年度保護

者 4.1児童 4.3） 

②③わかりやすい授業

の実践に関する教員自

己評価 4.6 以上を目指

します。（令和 6 年度

4.5） 

①保護者、児童アンケ

ートのうち、「教え方は

工夫されている」の評価

は保護者 4.1 児童 4.3

で目標に達しませんでし

た。 

②わかりやすい授業の

実践に関する教員自己

評価は 4.5 で目標に達

しませんでした。 

今年度より 4年１人１台

ipad を利用した学習が

始まりました。保護者評

価は 3.4 児童 4.3 と差

が大きく見られました。
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中期的目標 今年度の重点目標 具体的な取組 評価指標 自己評価 

いきます。 

③児童自身が考え、提

案し、自発的に運営し

ていける学習や活動を

精選し、構築していきま

す。 

保護者に ICT を用いた

学習方法について実証

や説明ができていなか

ったと思われます。 

③「児童会活動や係の

活動をがんばっている」

アンケートで、保護者評

価 4.3 児童評価 4.7 と

なっています。特に児

童は自発的な活動がで

きていると考えていま

す。 

(3)教員の指導力

向上 

①教員の指導力向上

を目指し、研修を計画

するとともに、定期的に

学習内容を公開し、教

育関係者の意見を参

考に教育内容を精選、

改善します。 

②外部研修への参加

や個人研究・研修の支

援制度をつかい、教員

の指導力向上を目指し

ます。 

①計画的な教員研修

に関する教員自己評価

4.3 以上を目指します。

（令和 6年度 4.2） 

②外部研修への参加

や個人研究・研修に関

する教員自己評価 4.0

以上を目指します。（令

和 6年度 3.5） 

①計画的な教員研修

に関する教員自己評価

は 3.8 で目標に達しま

せんでした。 

②外部研修への参加

や個人研究・研修に関

する教員自己評価は

3.4で目標に達しません

でした。 

令和 6 年度より評価が

下がり、今後研究委員

会とともに検討すべき

課題だと思われます。 

3.自律の意

識を育むた

めの基本的

生活習慣

の育成 

(1)基本的生活

習慣の育成 

➀「何を」「どの機会に」

しつけるかを熟慮し、規

範を示すことにより、生

涯にわたる自律の意識

を育む指導を行いま

す。 

 

②意識的に縦割り集団

を組織したり、ｸﾞﾙｰﾌﾟ活

動を取り入れたりして

「みんなでいっしょに」

「高学年を敬う」「低学

➀礼儀を重んじる態度

に関する教員自己評価

4.1 以上を目指します。

（令和 6年度 4.0） 

②保護者アンケート「子

どもの主体性・自主性

は育む環境が整ってい

る」の評価を保護者 4.4

以上に向上します。（令

和 6年度 4.3） 

主体性重視に関する教

員自己評価 4.2 以上を

①礼儀を重んじる態度

に関する教員自己評価

は 4.0 で目標に達しま

せんでした。 

 

②保護者アンケート「子

どもの主体性・自主性

を育む環境が整ってい

る」の評価は、保護者

4.4 で目標に達しまし

た。 

主体性を重視した指導
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中期的目標 今年度の重点目標 具体的な取組 評価指標 自己評価 

年を育む」を常に考えさ

せることで、自律の意識

を育みます。 

目指します。（令和 6年

度 4.1） 

に関する教員自己評価

は 4.3で目標に達しまし

た。 

(2)規律遵守の向

上 

児童は、きまりやマナー

の意義を理解し、規律

遵守の意識ﾚﾍﾞﾙの向

上を図ります。また、教

員がきめ細やかな指導

に力を入れることをを目

指します。 

児童・保護者アンケート

「きまりやマナーの指導

に力を入れている」の評

価を児童 4.7 保護者

4.1 以上に向上します。

（令和 6 年度児童 4.6

保護者 4.0） 

規則を守る態度に関す

る教員自己評価 4.3 以

上を目指します。（令和

6年度 4.2） 

児童・保護者アンケート

「きまりやマナーの指導

に力を入れている」で

は、児童4.4保護者4.0

で目標に達しませんでし

た。 

また、規則を守る態度

に関する教員自己評価

4.1でした。 

「社会的マナー・モラル

の定着」の教員自己評

価は 4.3で、定着はしつ

つも指導がさらに必要

であると考えます。 

4.社会性を

培う集団活

動の充実 

社会性や市民性

を育む体験活動 

➀子どもの成長の糧と

なるもの、時代の要請

に答えるべき行事を見

極め、「何をこそ学ばせ

るべきか」を熟慮探求し

ます。 

 

②集団生活を通して、

子ども同士のコミュニケ

ーション能力を培ってい

きます。また、子ども自

身の活動を重んじ、実

行を助け、その結果を

常に振り返るように指導

します。 

 

③それぞれの学年にお

ける体験活動のねらい

や学習活動を系統立て

ながら実践していきま

➀② 

児童・保護者アンケート

「子どもの友達関係はう

まくいっている」の評価

を児童 4.4 保護者 4.3

以上に向上します。（令

和 6年度児童 4.3保護

者 4.2） 

学習意欲の向上に関す

る教員自己評価 4.5 以

上を目指します。（令和

6年度 4.4） 

③保護者、児童アンケ

ートのうち、「行事は楽し

く充実している」の評価

を保護者 4.8 以上、児

童 4.9 以上に向上しま

す。（令和 6 年度保護

者 4.7児童 4.8） 

①② 

保護者・児童アンケート

「子どもの友達関係はう

まくいっている」の評価

は、児童4.5保護者4.2

で概ね目標に達しまし

た。 

また、学習意欲の向上

に関する教員自己評価

4.3で目標に達しません

でした 

 

。 

③保護者、児童アンケ

ートのうち、「学園小の

行事は、楽しく充実して

いる」の評価で、保護者

4.7 児童 4.8 とあり、目

標には達していません

が、高評価をえていま
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中期的目標 今年度の重点目標 具体的な取組 評価指標 自己評価 

す。 

また、体育会や秋祭り

などの全校行事、修学

旅行などの宿泊行事を

さらによりよき体験活動

になるよう改善していき

ます。 

す。 

5.主体的な

生き方の尊

重 

主体的な学び、

共によりよく生き

ていく考えの形成 

➀道徳教育 

学級生活や道徳の授

業を通して、多様な価

値観を認め合い、共に

生きていこうとする態度

を養います。 

②人権教育 

 人としての在り方・生

き方を考え他者とともに

よりよく生きていくための

人権意識を育成しま

す。また、いじめ等の予

防、早期発見のため「い

じめｱﾝｹｰﾄ」や「日記」

などから迅速に方策を

ねり、対応します。ま

た、外部より講師を招

聘し、人権講演を計画

し、実践します。 

➀思いやりのある態度

に関する教員自己評価

4.4 以上を目指します。

（令和 6年度 4.3） 

②人権意識向上に関

する教員自己評価 4.1

以上を目指します。（令

和 6年度 4.0） 

 

①思いやりのある態度

に関する教員自己評価

4.5 で目標に達しまし

た。 

 

 

②人権意識向上に関

する教員自己評価は

4.0で目標に達しません

でした。 

6.安全安心

な学校づく

りを目指し

た 教 育 環

境の充実 

 

(1)防災教育・不

審者対策 

児童の生命を守るため

に、地震などの一般防

災に関する対策とﾏﾆｭ

ｱﾙや不審者等の危機

管理に関する対策とﾏﾆ

ｭｱﾙなど緊急時の対応

を常に再検討し、訓練

を実施し、校内の安全

性を高めます。 

また、災害に備えて備

蓄品を整えます。 

緊急時・防災訓練等安

全対策の教員自己評

価 4.2 以上を目指しま

す。（令和 6年度 4.1） 

 

緊急時・防災訓練等安

全対策の教員自己評

価は 3.6 で目標に達し

ませんでした。 

今年度不審者対策訓

練で様々な課題が出ま

した。検討していく必要

があります。 
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中期的目標 今年度の重点目標 具体的な取組 評価指標 自己評価 

(2)危機管理と情

報ﾓﾗﾙ 

①自他の命を尊び、安

全なくらしを希求する態

度を育てることをめあて

に、「非行防止教室」等

の外部組織の研修を受

け、一人ひとりの安全意

識向上に役立てます。 

②学校管理下の事故

未然防止を図るととも

に、事故が発生した際、

児童の生命と健康を最

優先に迅速かつ適切な

対応を行います。「小学

校危機管理マニュア

ル」を作成し、校内研修

を行います。 

③「情報ﾓﾗﾙ教育」授

業を行い、携帯やパソコ

ン等の情報機器の正し

い使用法を習得させま

す。特に個人に係わる

情報の公開の危険性は

人権の観点からも指導

します。 

➀防災や安全に関する

指導の教員自己評価

4.2 以上を目指します。

（令和 6年度 4.1） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③マナー・モラルに関す

る教員自己評価 4.3 以

上を目指します。（令和

6年度 4.2） 

①防災や安全に関する

指導の教員自己評価

4.0で目標に達しません

でした。 

 

 

 

②「小学校危機管理マ

ニュアル」を新年度計

画において全教員で見

直し、各行事ごとに安

全に運営できるような

資料を作成しました。 

 

 

 

③マナー・モラルに関す

る教員自己評価は 4.3

となり目標に達しまし

た。 

特に駅、ホームを全教

員が交代で見回り、児

童の安全とマナー指導

をしました。 

(3)美化 ①落ち着いた環境の下

で、安全に学校生活を

過ごせるように、教室や

運動場等の美化に取り

組みます。 

 

 

 

 

 

 

②子どもに好ましい環

境を目指し、遊具等の

①児童・保護者アンケ

ート「学校の美化は行き

届いている」の評価を、

児童 4.3保護者 4.4以

上に向上します。（令和

6 年度児童 4.2 保護者

4.3） 

美化に関する教職員の

自己評価 4.0 以上を目

指します。（令和 6年度

3.8） 

②保護者アンケート「学

校の施設設備は安全を

①児童・保護者アンケ

ート「学校の美化は行き

届いている」の評価を、

児童 4.3 保護者 4.4 と

なり、目標に達しまし

た。 

美化意識の向上に関す

る教職員自己評価は

4.1 で、目標に達しまし

た。 

 

②児童・保護者アンケ

ート「学校の施設設備
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中期的目標 今年度の重点目標 具体的な取組 評価指標 自己評価 

設置や補充を計画する

とともに、老朽化した設

備を修理・改修し、校内

の安全性を向上しま

す。 

考慮し整備されている」

の評価を 4.3 以上に向

上します。（令和 6年度

保護者 4.2） 

好ましい環境に関する

教員自己評価 4.0以上

を目指します。（令和 6

年度 3.3） 

は安全を考慮し整備さ

れている」の評価はとも

に4.2で目標に達しませ

んでした。 

好ましい環境に関する

教員自己評価は 3.6

で、向上していますが目

標に達しませんでした。 

リノベーション工事は 2

期目となり、１階 2 階の

改修や音楽棟の工事も

終えています。今後遊

具等に課題が残ると思

われます。 

7.内部連携

の強化 

内部連携の強化 ①中学校 

 小中の系統的な学習

が重要であることを自覚

し、小学校・中学校そ

れぞれの教員の専門性

を融合させ、質の向上

に努力します。私学に

おける 9 カ年の小中連

携のカリキュラムや実践

方法を協議し、組織的・

計画的な取り組みを模

索します 

 授業やクラブ体験を

設け、中学の活動に親

しみ、内部進学者数の

増加に努め、募集活動

を充実します。 

②幼稚園 

 「小１プロブレム」等の

課題を踏まえ、幼稚

園、保育所及び認定こ

ども園と小学校との連 

携を一層強化し、子ども

①令和 6 年度は、中学

内部進学者 57 名

（63％）でした。（91 名

中）（令和 7 年度中学

入学者） 

令和 6 年度学園中学

進学は、内部進学者

70％以上を目標としま

す。 

また、将来に向け、小

中連動のあり方を模索

します。 

 

②令和 6 年度（令和 7

年度生）は、幼稚園か

らの内部進学者は 32

名でした。          

令和 7 年度（令和 8 年

度生）は、内部進学者

45 名以を目標としま

す。 

①令和 7 年度は、内部

中学進学者 36/81名 

（44％）でした。（令和 8

年度中学入学者） 

内部学園中学進学数

が減少していますので、

その原因を究明しま

す。 

そのためにも小中連携

をより強め、組織的な強

化に努める必要がある

と考えます。 

 

 

②令和 7 年度の内部

幼稚園進学者数は 27

名でした。人数が減少

し、厳しい状況となって

います。入試説明会や

オープンスクールなどの

広報活動や、幼少交流

体験などを行ったが浸

透できていない面があり
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中期的目標 今年度の重点目標 具体的な取組 評価指標 自己評価 

の学びの連続性を確保

することが重要であり、

幼小連携委員会などを

通じ、教員間の相互理

解と交流を深めます。 

 絵本読み聞かせや合

同物作り体験を設け、

小学校の活動に親しん

でもらい、内部進学者

数の増加に努め、募集

活動を充実します。 

ました。 

幼少で連携し、相互理

解に努める必要がある

と考えます。 

8.児童募集

の対策 

 

児童募集対策 ①募集活動を効率よく

行うために、統計的結

果を基にして計画を策

定します。それをもと

に、小学校 HP・リーフレ

ット・パンフレットの充実

したものに作成し、いろ

いろなイベントにおいて

広報活動を拡充しま

す。 

②募集方法や手段・時

期の設定として、web広

告を有効的に活用し、

より効果的な広報活動

をします。 

③内部幼稚園受験者

を増やすために、幼小

合同カリキュラムを作成

し、そのプログラムを企

画し実践していきます。 

④外部幼稚園やこども

園、幼児教室での入試

説明会や体験授業を

①学校ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ等の

情報提供に関する教員

自己評価 4.0以上を目

指します。（令和 6年

度 3.9） 

 

②令和 6 年度（令和 7

年度入学生）は67名で

した。（令和 7年 1月現

在） 

令和 7年度は集定員

充足 90名以上を目標

とします。 

①学校ホームページ等

の情報提供に関する教

員自己評価 4.0 となり

目標に達しました。 

 

②令和 7年度（令和 8

年度）入学予定者数は

は 60名でした。（令和

8年 1月現在） 

入学試験日程や説明

会、オープンスクールな

どの広報活動の方法を

従来に加え。インターネ

ットでも拡充しました。参

加者数は徐々に増えて

いましたが、受験者数

増加につなげられなか

ったと考えます。 

③内部幼稚園との幼少

連携の取り組み方を再

考し、教職員の連携を

図るようにします。 

④外部幼稚園やこども
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中期的目標 今年度の重点目標 具体的な取組 評価指標 自己評価 

実施し、外部からの受

験者増加につなげま

す。特に前年度本校進

学予定者の幼稚園・こ

ども園には、幼小連携

や広報活動を行うた

め、訪問します。 

⑤私立小学校受験者

希望者に、本校の教育

方針や特色を理解して

もらえるよう、教育活動

をインスタグラムなどの

SNS で閲覧できるように

編集し、広報活動に役

立てていきます。 

園には、入学試験後に

入学要諦者の園に広

報活動を行った。また、

次年度のパンフなどの

資料を郵送しました。 

⑤インターネットでも本

校のオープンスクール

などを紹介できるランデ

ィングページを作成した

りインスタグラムでの学

校紹介して、回覧数を

調査しました。 
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（７）幼稚園                                     
Ｎｏ 施策種類 事業計画 実施状況 

１ 乳幼児を

取り巻く状

況 

（１）学園幼稚園の園児数の状況 

①園児数は継続的に減少傾向が続いています。 

（2025年度：2009年度比 63.8%水準） 

    

 

 

 

 

  ②１号認定は減少（2020 年度比 73.3%水準）し、２号認定は 

増加（同 115.4%水準）しています。 

     

 

 

  ③２号認定は大東市・四條畷市に集中しています。 

（全体の 86.7%） 

 

 

 

 

 

（２）地域の状況 

  ①主な通園エリアである大東市、四條畷市では、出生数が減 

少傾向にあります。（2023 年度：2000年度比 51.6%水準） 

 

 

 

 

 

 

  ②学園幼稚園のある大東市北部地域の保育施設では、2 号

認定子どもの園児数が直近 5 年間、毎年 100%を下回って

います。 

⇒２号認定の定員を増やせる状況にはありません。 
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Ｎｏ 施策種類 事業計画 実施状況 

（３）国・自治体の動向 

  ①都市部を中心に、所得制限のない 0～2歳児の保育料無 

   償化が進んでいます。 

 

 

 

 

 

  ②令和７年度から満 2 歳児以下を対象とした「誰でも通園制 

度」が開始されます。 

   （対象の満 2歳児以下の 60%程度が未就園児と言われてい 

ます。） 

 

 

 

 

 

 

２ 課題 （１）園児数の減少、特に 1号認定こどもの減少への対応 

（２）2号認定こどもについて定員増によらず、受入体制を構築 

（３）多様化する保育ニーズへの対応 

（４）地域社会における子育て支援機能の強化 

（５）時代の変化に対応するための教育・保育内容の充実 

 

３ 基本方針 上記の現状分析と課題を踏まえ、次の基本方針に基づき、令和

7年度の事業を展開します。 

（１）教育・保育の質の更なる向上 

（２）保護者支援の充実と利便性の向上 

（３）地域社会との連携強化と貢献 

 

４ 教育・保育

内容の充

実 

（１）ヨコミネ式教育法の導入・深化 

コスモスポーツクラブからヨコミネ式教育法の専門指導者を教 

頭職として招聘しました。この教頭のもと以下に取り組みます。 

①本年度は、教頭の専門的な指導の下、全職員一丸となって 

ヨコミネ式教育法の実践を深めてまいります。 

②専門指導者である教頭の指導の下、研修体制を強化し、教

職員の専門性向上と指導力向上を図ります。 

①本年度は、教頭の専門的

な指導の下、全職員一丸と

なってヨコミネ式教育法の実

践を強化し、特に体操活動

の充実・発展に重点的に取

り組みました。 

②専門指導者である教頭の

指導の下、研修体制を強化

し、教職員の専門性向上と
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Ｎｏ 施策種類 事業計画 実施状況 

指導力向上を図ります。 

（２）教職員の規律と行動規範の改革 

①教職員一人ひとりが専門職としての倫理観と使命感を深く認 

識し、常に自己研鑽に励むことで、質の高い保育を実践しま 

す。 

②日々の保育における言動（挨拶、言葉遣い、子どもへの接し 

方、保護者対応等）を、教職員として、さらに専門職としての 

自覚を持って律し、社会から信頼される教育者・保育者を目

指します。 

③保護者や地域社会との信頼関係を築き、連携を深めるため 

に、高いコミュニケーション能力と社会性を身につけます。 

①教職員一人ひとりが専門

職としての倫理観と使命感

を再確認する機会を設け、

服務規律および行動規範

の周知徹底を図るとともに、

自己研鑽を促し、質の高い

保育の実践につなげまし

た。 

②日々の保育における言動

（挨拶、言葉遣い、子どもへ

の接し方、保護者対応等）

について、教頭の主導の

下、専門職としての自覚を

持った行動の徹底を図り、

社会から信頼される教育

者・保育者としての資質向

上に取り組みました。 

③保護者や地域社会との

信頼関係を築き、連携を深

めるため、教頭の主導の

下、教職員のコミュニケーシ

ョン能力および社会性の向

上に取り組みました。 

（３）次世代を担うリーダーの戦略的育成 

園の持続的発展のため、次世代リーダーを早期発掘し、多岐 

にわたる能力開発とキャリアパス設計を通じて戦略的に育成 

し、組織全体の活性化を図ります。 

次世代を担うリーダーの戦

略的育成については、主幹

教諭 2 名を次世代リーダー

候補として位置付け、管理

運営に関する業務への参画

や研修機会の付与を通じ

て、計画的な能力開発を進

め、組織運営を担う人材の

育成に取り組みました。 

５ 園児募集

と 地 域 貢

献 

（１）通年募集の強化 

①2歳児クラスの通年募集を強化し、早期の入園ニーズに対 

応します。 

②入園説明会や体験入園（遊ぼう会）などの機会を増やし、園 

①2 歳児クラスの通年募集

を強化するため、常時、個

別見学および入園相談の

受入れを行い、早期入園ニ
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Ｎｏ 施策種類 事業計画 実施状況 

の魅力を発信します。 ーズへの対応を図りました。 

②入園説明会や体験入園

（遊ぼう会）の実施機会を拡

充し、年間 12回の遊ぼう会

を開催しました。各回とも多

くの参加者があり、園の教

育・保育内容の周知と入園

促進につなげました。 

（２）未就園児向けプログラムの充実 

①マタニティ・0 歳児親子教室、1 歳児親子教室、2 歳児教室

の内容を充実させ、参加者の満足度向上と入園促進を目

指します。 

②専門講師や教職員による親子で楽しめるリトミック教室や運 

動遊び教室を定期的に開催します。 

①マタニティ・0 歳児親子教

室、1 歳児親子教室、2 歳

児教室の内容充実を図り、

1 歳児親子教室 24 組、0

歳児親子教室 8 組の参加

がありました。また、2 歳児

教室参加者の半数以上が

本園への入園につながり、

入園促進に成果を上げまし

た。 

②専門講師および教職員に

よる親子参加型プログラムと

して、短期大学音楽教室と

連携した音楽遊びを定期的

に実施し、親子で楽しめる

活動機会の充実を図りまし

た。 

（３）地域貢献活動の強化 

①地域住民が気軽に集える「つどいの広場」を定期的に開催 

し、子育て家庭の交流を促進します。 

 ②教職員や、看護師による子育ての悩みや不安を抱える保護 

者への個別相談に対応します。 

地域住民が気軽に集える

「つどいの広場」を 4 月から

毎月１回開催し、計１２回開

催しました。 

教職員が子育てに関する個

別相談にも対応し、参加者

同士の交流促進と子育て支

援の充実を図りました。ま

た、入園につながるケースも

あり、地域の子育て世代の

居場所づくりに貢献しまし

た。 
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Ｎｏ 施策種類 事業計画 実施状況 

６ 新たな取り

組み 

（１）認可外保育事業の取り組み 

①満 2歳児の預かり保育を実施し、保護者の多様なニーズに 

対応します。 

②利用者の意見を反映させ、サービスの質向上に努めます。 

満 2 歳児の預かり保育につ

いては実施を検討しました

が、通常の預かり保育利用

者が多く、1 日当たりの利用

者数が 100人を超える日が

大半であり、受入れ体制の

確保が困難であることから、

当面は実施を見送ることとし

ました。 

（２）新２号認定への対応 

①預かり保育利用料の無償化に対応した料金体系を導入しま 

す。 

②保護者の負担軽減と利便性向上を図ります。 

預かり保育利用料につい

て、16 時まで 450 円の区

分を新たに設けるなど料金

体系を見直し、新 2 号認定

に係る無償化制度に対応し

ました。これにより、保護者

の経済的負担の軽減と利

便性の向上を図りました。 

（３）誰でも通園制度の準備 

①2026 年度の本格実施に向け、受け入れ体制を整備しま

す。 

②2025年度後半には満 2歳児の受け入れを試行的に実施し 

ます。（大東市の承認を前提とします。） 

誰でも通園制度の本格実

施に向け、受入れ体制の整

備を進めるとともに、大東市

の試行事業に参加し、2 歳

児 5 名の受入れを実施しま

した。2026 年度について

も、引き続き 2 歳児の受入

れを行います。 

（４）保育施設の多機能化の検討 

①放課後児童クラブ（学童保育）や子ども食堂など、地域ニー 

ズに応じた多機能化を検討します。 

②関係機関と連携し、実現可能性を調査します。 

地域ニーズに対応した施設

の多機能化の取組として、

関係機関と連携し検討を進

め、大東市との調整を行っ

た結果、2026 年 3 月から

子ども食堂を開始しました。

定員 10 組のところ 12 組の

参加がありました。4 月以降

も毎月１回開催しました。 

７ 出生数の

継続的減

少への対

大東市・四條畷市の出生数減少に対応し、1号認定こどもの継続

的減少を踏まえた保育事業の適正化と新規事業の展開を検討し

ます。 

大東市・四條畷市における

出生数減少の動向を踏ま

え、1 号認定こどもの減少を
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Ｎｏ 施策種類 事業計画 実施状況 

応 前提とした保育事業の適正

化について検討を進めまし

た。園児数の確保を目的と

した無理な募集は行わず、

園児数の減少にも柔軟に対

応できる運営体制への段階

的な移行に取り組みました。 

８ そ の 他 の

施策 

（１）教職員の能力向上 

①幼稚園教諭一種・専修免許状、特別支援学校教諭免許状 

の取得を支援し、教職員の専門性を高めます。 

  ②研修制度を充実させ、教職員のスキルアップを促進します。 

幼稚園教諭専修免許状お

よび特別支援学校教諭免

許状の取得支援を行い、園

長が専修免許状を取得しま

した。また、特別支援教育

に関する園内研修について

は、教頭の主導の下で実施

し、教職員の専門性向上を

図りました。 

（２）生成 AI の活用 

①文書作成や情報収集に生成 AI を活用し、業務の効率化を  

 図ります。 

②教職員の負担軽減と質の高い保育の実現を目指します。 

文書作成や情報収集に生

成AIを活用し、園だよりの作

成や保護者宛文書の作成

等において業務の効率化を

図りました。これにより、教職

員の事務負担の軽減を進

めるとともに、教育・保育の

質の向上につなげました。 

（３）課外教室の充実 

①保護者のニーズに応じた多様な課外教室を提供し、子ども 

 たちの可能性を広げます。 

②安全面に配慮し、質の高い課外教室を提供します。 

保護者ニーズに応じた多様

な課外教室を提供し、大阪

府内でも有数の多くの課外

教室を展開しました。また、

本年度は新たにダンス教室

およびロボットプログラミング

教室を開講し、子どもたちの

多様な可能性を伸ばす機

会の充実を図りました。安全

管理の徹底を図りながら、

質の高い課外教室の提供

に努めました。 
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（８）保育園                                     
Ｎｏ 施策種類 事業計画 実施状況 

１ 重点取組課題 （１）事故防止対策の強化 

事故の発生削減と重大な事故を未然

に防ぐために教職員の安全教育を徹底

します。 

・外部研修への参加、マニュアルの熟

読等 

・ヒヤリハット報告と教職員間の月ごとの

集計による情報共有 

・午睡時の突然死防止のため見守り強

化 

・誤飲、食べ物による喉詰めなどの注

意徹底 

・安全点検の実施 

・食中毒防止の徹底 

（２）感染症対策の強化 

・流行している感染症の知識習得・情

報収集に努めます。 

・施設、備品等の消毒を徹底します。 

・保育室の換気、室温、湿度等に十分

留意します。 

・教職員の健康管理を徹底します。 

（３）学園幼稚園との連携強化 

施設の共同利用、行事への参加、合

同保育等より連携を強化し、保育レベ

ルの向上、内部進学の強化を図りま

す。 

（１） 事故防止対策の強化 

給食時における食べ物の喉詰めな

どの注意徹底。 

計画通り推進しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２） 感染症対策の強化 

感染症が発生した時、保護者に周

知、拡大を防ぎました。 

計画通り推進しました。 

 

 

 

（３） 学園幼稚園との連携強化 

内部進学率８2％に止まる。 

内部進学の強化に務めます。 

２ 保育の質の確保・向上 （１）教職員の資質・専門性の向上 

園外研修、園内研修について計画的

な受講を通して、教職員等の資質・専

門性の向上に務めます。園内研修では

外部講師を招いて、学園幼稚園と同様

にヨコミネ式教育法の習得・向上を図り

ます。 

外部研修は積極的に受けました。 

年１１回の幼児活動研究会の指導者に

よる指導を受けました。 

（２）設定保育の強化・充実 

かけっこ・体操、造形表現、リトミック、学

習［文字・数字・国旗・地理など］、絵本

計画通りに実施しました。 
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Ｎｏ 施策種類 事業計画 実施状況 

の読み聞かせをより一層強化・充実さ

せます。 

また、専門家による設定保育を、教職

員が共に行うことにより、教職員の保育

スキルの向上に努めます。 

（3）保育体制の充実 

休憩対応保育士の配置、配置基準以

上に教職員を配置する等保育体制

を充実 

し、向上を図ります。 

計画通りに実施しました。 

（4）インクルーシブ保育の充実 

インクルーシブ保育についての専門知

識の習得・実践に務めます。 

実践に務めました。 

3 働き方改革への取り組

み 

（１）DXの推進 

コドモン、ビジネスチャット等の活用によ

りデジタルシフトを推進し、教職員の

事務負 

担を軽減するとともに保護者の方の利

便性にも配慮します。 

計画通りに実施しました。 

（２）ペーパーレスの推進 

必要なもの以外は紙での配付等を廃止

し、事務負担を軽減するとともに保護者

の方の利便性にも配慮します。 

計画通りに実施しました。 

4 保護者満足度の向上 （１）休園をしない体制 

園事情による休園をしない体制をつくり

ます。 

園事情では休園はありません。 

（２）保育映像の提供 

保育風景を録画し、ＹＯＵ ＴＵＢＥの限

定公開機能により自宅等で見るこ

とができる 

機会を継続的に提供します。 

［注］公開期間は短期間に限定。ＵＲＬ

を秘匿し検索できない設定とします。 

保育風景・行事の動画を頻繁に、即日

限定公開しました。 

（３）情報の共有化の推進 

ビジネスチャット、コドモンを通して、保

護者の方と園との必要な情報をタイムリ

ーに共有します。 

保護者の方と情報の共有、連絡を行い

ました。 
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Ｎｏ 施策種類 事業計画 実施状況 

5 

 

社会貢献・文化活動の

推進 

（１）地域枠の設定 

地域枠の設定により、地域の待機児

童、保留児童の解消に貢献します。 

地域枠の園児も受け入れています。 

6 

 

 

 

園児募集 

 

（１）内部関係者への告知の強化 

学園の教職員、保護者の方等への継

続的な広報等により保護者会・同窓

会・後援会等の学園関係者への認知

度を向上に務め、安定的な園児確保に

つなげます。 

学園新聞の保育園の頁に保育風景等

の写真を記載し、保育園の活動の広報

に務めました。 

園児の作品の掲示を行い（銀行等）園

の周知度を向上させ、園児募集につな

げます。 

（２）ＷＥＢサイト、ＳＮＳによる広報の充

実 

ＷＥＢサイトの充実を図り、園の認知度

を向上させ、園児募集につなげま

す。 

WEB サイトからのネット申し込みが相当

数あります。 

（3）歳児別人数の適正化 

園児の歳児別定員にそった園児募集

を心がけ、歳児別人数にばらつきが

ないよう 

にします。 

歳児別定員については、本年度は人数

の適正化を実現できませんでした。 

（4）キャンセル待ちの確保 

キャンセル待ちの園児を常時確保し、

園児が途中で退園してもすぐに欠

員を補充で 

きる体制をとります。 

計画通りに実施しました。 

（5）自社枠の確保 

令和 5 年度より義務化された自社枠の

定員枠について、学園の教職員へ

の告知を強化します。 

令和７年度は自社枠３名を充足しまし

た。 
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（９）主な新規事業の実施状況                                  
Ｎｏ 事業名称 担当校園 実施状況 

１ 学園エントランスリニューアル工事(1年目/2年) 本部 ○ 

２ 小学校リニューアル工事(3年目/4年) 小学校 ○ 

３ 清風学舎 西側(7系統)GHP更新工事 短期大学 ○ 

4 高校東館トイレリニューアル工事 高校 ○ 

5 高校本館 外壁(西面)補修工事(２年目/3年)  高校 ○ 

6 第二 PC教室 機器／什器(フリースペース化）更改 高等学校 ○ 

7 児童用個人ロッカー＋教員用ロッカー(教室分)の入替え 小学校 ○ 

8 消防設備工事 各校園 ○ 

9 無線認証システム（802.1X認証）導入 本部 ○ 

１0 教職員用Win10 リプレース 本部 ○ 

１1 清風 PC教室パソコン入替 短期大学 ○ 

１2 温水プール 施設設備改修工事(3年目/9年) 高校 ○ 

１3 各棟 外壁調査 各校園 ✕ 

１4 幼稚園 防犯カメラ増設工事 幼稚園 ○ 

１5 プラスチック短下肢装具購入 リハ PT ○ 

１6 電子教科書・教材システム導入 看護 ○ 

１7 ActiveDirectory ログ管理システム導入 本部 ○ 

18 小児実習モデル購入 リハ OT ○ 

19 短大・大学 入退室システム更新工事 短期大学・大学 ✕ 

20 教職員用Win11端末 SSD化 本部 ○ 

    ［注］投資額順（降順）に掲載。 
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３．財務の概要 

（１）決算の概要 

①貸借対照表関係 

ア．貸借対照表の状況と経年比較 

 

 

  イ．財産比率の経年比較 
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②資金収支計算書関係 

ア．資金収支計算書の状況と経年比較 
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イ．活動区分資金収支計算書の状況と経年比較 

 

 

 



                 

Shijonawate Gakuen 

64 

 

ウ．財務比率（教育活動資金収支差額比率）の経年比較 

 

 

 

 

③事業活動収支計算書関係 

ア．事業活動収支計算書の状況と経年比較 
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イ．財務比率の経年比較 

   

 

 

 

 

 

 

 

（２）その他 

①有価証券の状況 

 

 

 

②借入金の状況 

借入金はありません。 

 

③学校債の状況 

学校債はありません。 

 

④寄付金の状況 

 

 

 

⑤補助金の状況 

 

 

 

 

 

⑥収益事業の状況 

収益事業はありません。 

 

⑦関連当事者等との取引の状況 

当該取引はありません。 

 

⑧学校法人間財務取引 

当該取引はありません。 



                 

Shijonawate Gakuen 

67 

 

（３）経営状況の分析、経営上の成果と課題、今後の方針・対応方策 

 

本学園は 2026（令和 8）年度に創立 100 周年を迎えました。現在、財務運営に関して大きな課題はございま

せんが、少子化が一段と進行するなかで安定した経営を維持していくためには、更なる財務の健全化に加え、

次世代を担う教職員の育成や、キャンパスや設備の更新に計画的に取り組んでいく必要があります。これら諸

問題を着実に克服しつつ、万全の態勢で創立 100 周年を迎えることができるよう、本学園は 2022（令和 4）

年 4 月に「長期ビジョン・第三次中期計画」を策定しました。以下、中期経営計画の 4 年目となる 2025（令和

7）年度決算を踏まえ、その成果と今後の改善策についてご説明します。 

 

まず、財務面ですが、高等学校の在籍者数は引き続き増加基調にあるものの、大学・短期大学をはじめ、中

学校、小学校、幼稚園では入学者・在籍者が減少したことから、学生生徒等納付金は前年度決算比で約 86

百万円の減収となりました。一方、補助金収入は、大学・短期大学の高等教育の修学支援新制度に係る補助

金（修学支援補助金）が多子世帯を対象とする制度拡充により増加したことに加え、高等学校の授業料支援

補助金も無償化制度の拡充によって増加したことから、前年度決算比で約 117百万円の増収となりました。ま

た、付随事業収入も高等学校の留学者の増加等により約 20 百万円増加し、これらの結果、教育活動収入は

前年度比約 35百万円増の 4,578百万円となりました。 

 

他方、教育活動支出につきましては、職員人件費や退職金が減少したものの、学校法人会計基準の改正に

伴い賞与引当金繰入額 112百万円を新たに計上したことにより、人件費は前年度決算比で約 102百万円の

増加となりました。物件費（教育研究経費および管理経費）も、奨学費の増加等により総額で約 85 百万円増

加しています。なお、奨学費の増加は、上記の高等教育の修学支援新制度に係る補助金の拡充に伴うもので

あり、収入・支出の双方に同額が計上される性質のものです。この結果、教育活動支出は前年度比約 187 百

万円増の 4,888 百万円となり、教育活動収支差額は前年度から約 152 百万円赤字幅が拡大し、310 百万

円の支出超過となりました。 

 

本学園が重要な経営指標のひとつと捉えております経常収支差額も、教育活動外収支が 24 百万円の収入

超過となったものの、中期計数計画目標、前年度決算をともに下回り、前年度決算比約 147 百万円減となる

287 百万円の支出超過となりました。また、特別収支差額は 12 百万円の収入超過となり、基本金組入前当

年度収支差額はマイナス 274百万円となっています。 

 

従来から課題のひとつと捉えていました人件費率は、2019（令和元）年度には全学平均で 73.0％まで上昇し

ていましたが、2024（令和 6）年度決算では 64.7％まで低減していました。2025（令和 7）年度は 66.4％へ反

転上昇していますが、その主因は前述の賞与引当金繰入額の新規計上によるものであり、当該影響を除いた

実質的な人件費率は 63.9％となります。今後は、各校園における募集力の更なる強化に加え、教職員の配

置や雇用形態の適正化、優先順位の低い支出の削減や繰延べに努め、収支の改善に取り組む方針です。 

 

設備面では、創立 100 周年を迎えるに当たり、大東市による四条畷駅周辺整備事業の進捗に併せ、大東市

道を挟む南北校地の一体化に向けて、四条畷駅前正門等の改修工事に取り組んでいます。四條畷学園の歴

史を象徴し、学生、生徒、児童、園児、そして保護者や地域の皆さまにも、より使い勝手の良いキャンパスにな

りますよう、今後とも慎重に計画を進めます。 

 

少子化が一段と加速するなか、人件費の上昇やインフレによる物件費の上昇が続くなど、私立学校を取り巻く

環境は、依然として厳しい状況が続くかと思われますが、教職員一同、教育の質の向上とともに、財務内容の

改善に全力で取り組んでまいります。関係者の皆さまにおかれましては、今後とも倍旧のご指導ご鞭撻を賜わり

ますよう、何とぞよろしくお願い申し上げます。 
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4．各種グラフ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【校園別】　学生生徒等　入学生数推移

入学者数推移 2021 2022 2023 2024 2025

年度 年度 年度 年度 年度

リハビリテーション学部 65 61 72 54 54

看護学部 90 77 91 75 90

保育学科 107 100 78 64 45

ライフデザイン総合学科 68 66 49 44 49

高 等 学 校 383 605 497 592 614

中　学　校 136 165 158 144 140

小　学　校 80 88 80 74 67

3 幼　稚　園 99 81 71 86 80
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満3歳児は年間実績
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【校園別】　学生生徒等　在籍者数推移

在籍者数推移 2021 2022 2023 2024 2025

年度 年度 年度 年度 年度

リハビリテーション学部 261 257 257 248 228

看護学部 347 338 338 325 329

保育学科 190 206 178 136 106

ライフデザイン総合学科 141 138 117 94 96

高 等 学 校 1,099 1,278 1,433 1,618 1,634

中　学　校 448 451 453 462 433

小　学　校 548 535 514 489 464

3 幼　稚　園 333 306 281 271 261
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(百万円) 【法人全体】 事業活動収支の推移

2021年度 2022年度 2023年度 2024年度 2025年度

事業活動収入 ： ■　学生生徒等納付金収入 ■　補助金 ■　その他事業活動収入

事業活動支出 ： ■　人件費 ■　教育研究費 ■　その他事業活動支出

2,606 2,713 2,645 2,530 2,444

1,332
1,422 1,498 1,708 1,825

660 365 434 340 352

2,894 2,904 2,883 2,952 3,054

1,206 1,279 1,268
1,417

1,536

274 278 322
358

3054,597 4,501 4,577 4,577 4,621
4,374 4,461 4,472

4,727 4,895

0
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(百万円) 【 大　学 】 事業活動収支の推移

2021年度 2022年度 2023年度 2024年度 2025年度

事業活動収入 ： ■　学生生徒等納付金収入 ■　補助金 ■　その他事業活動収入

事業活動支出 ： ■　人件費 ■　教育研究費 ■　その他事業活動支出

984 951 946 896 888

159 174 174
174 229

41 55 35
31

34

702 709 695 716 723

402 417 389 399
465

62
77

61
96

801,184 1,180 1,155
1,101

1,1521,165
1,203

1,145
1,210

1,268
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(百万円) 【リハビリテーション学部】事業活動収支の推移

2021年度 2022年度 2023年度 2024年度 2025年度

事業活動収入 ： ■　学生生徒等納付金収入 ■　補助金 ■　その他事業活動収入

事業活動支出 ： ■　人件費 ■　教育研究費 ■　その他事業活動支出

415 410 402
375 357

70 72 71
69

76

16 22
14

12 18

333 323 319 328 324

190 200 183 185 203

31 44
34

40
42

500 504
486

457 451

554
567

536
554

569

0

100

200

300

400

500

600

(百万円) 【看護学部】 事業活動収支の推移

2021年度 2022年度 2023年度 2024年度 2025年度

事業活動収入 ： ■　学生生徒等納付金収入 ■　補助金 ■　その他事業活動収入

事業活動支出 ： ■　人件費 ■　教育研究費 ■　その他事業活動支出

569 541 544 520 531

90
102 103

106
153

25 33 22
18

16

368 386 375 388 400

212
216

206
214

262

31
33

27
55

38
684 676 668

644

700

611
635

609

656
699

0
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600
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(百万円) 【短期大学】 事業活動収支の推移

2021年度 2022年度 2023年度 2024年度 2025年度

事業活動収入 ： ■　学生生徒等納付金収入 ■　補助金 ■　その他事業活動収入

事業活動支出 ： ■　人件費 ■　教育研究費 ■　その他事業活動支出

409 421

358

283
247

81
87

70

47
68

38
38

40

38
42

528
546

467

368 357

298 304 287 267 262

176 174
157

160 188

33 32
53

29
32

507 510 497

456
482

0

100

200

300

400

500

600

(百万円) 【保育学科】 事業活動収支の推移

2021年度 2022年度 2023年度 2024年度 2025年度

事業活動収入 ： ■　学生生徒等納付金収入 ■　補助金 ■　その他事業活動収入

事業活動支出 ： ■　人件費 ■　教育研究費 ■　その他事業活動支出

240
256

217

170

131

50
52

43

30

41

35
36

36

36

38

325
344

296

236

210

194 195
177 172 174

92 88

83 86
103

18 15
39

14

14

303 299 299

271

292
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100

150

200
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(百万円) 【ライフデザイン総合学科】事業活動収支の推移

2021年度 2022年度 2023年度 2024年度 2025年度

事業活動収入 ： ■　学生生徒等納付金収入 ■　補助金 ■　その他事業活動収入

事業活動支出 ： ■　人件費 ■　教育研究費 ■　その他事業活動支出

169 165

140

113 117

31 35

27

17
27

3 2

3

2

3

203 202

171

132

147

105 109 109
95 88

84
85

74

74 84

15
16

14

15 18

203
211

197

185
190

0

50

100

150

200

(百万円) 【高等学校】 事業活動収支の推移

2021年度 2022年度 2023年度 2024年度 2025年度

事業活動収入 ： ■　学生生徒等納付金収入 ■　補助金 ■　その他事業活動収入

事業活動支出 ： ■　人件費 ■　教育研究費 ■　その他事業活動支出

550
667 694 714 701

544

640
723

903 964
94

139

196

114
156

1,187

1,447

1,613

1,731 1,821

863 900 922 949
1,050

373
421 451

482

522
40

39
42

68

56

1,277
1,361

1,414
1,499

1,628

0

200

400
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800
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1,200

1,400

1,600

1,800
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(百万円) 【中学校】 事業活動収支の推移

2021年度 2022年度 2023年度 2024年度 2025年度

事業活動収入 ： ■　学生生徒等納付金収入 ■　補助金 ■　その他事業活動収入

事業活動支出 ： ■　人件費 ■　教育研究費 ■　その他事業活動支出

300 313 316 323 309

117
118 122 124

122

8
27 13

68

22425
458 451

515

454

372 378
352

413
372

83
107

105

112

128
15

16
19

18
20470

502
476

542
520

0

100

200

300

400

500

600

(百万円) 【小学校】 事業活動収支の推移

2021年度 2022年度 2023年度 2024年度 2025年度

事業活動収入 ： ■　学生生徒等納付金収入 ■　補助金 ■　その他事業活動収入

事業活動支出 ： ■　人件費 ■　教育研究費 ■　その他事業活動支出

334 330
301 286 270

125 125
126

121
120

50
21 72

6
6

508
476

499

413
397

362
332 346 324 346

109

94
99

199 158

11

9
14

15
8481

435
460

538
512

0

100

200

300

400

500

600
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(百万円) 【幼稚園】 事業活動収支の推移

2021年度 2022年度 2023年度 2024年度 2025年度

事業活動収入 ： ■　学生生徒等納付金収入 ■　補助金 ■　その他事業活動収入

事業活動支出 ： ■　人件費 ■　教育研究費 ■　その他事業活動支出

30 31 31 29 28

244
219 221

270
254

60

41 41

43
43

334

291 293

342
326

207
191 189 191 199

63
67 66 66

75

35
31 31 31

30

305
289 286 287

304

0

50
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(百万円) 【保育園】 事業活動収支の推移

2021年度 2022年度 2023年度 2024年度 2025年度

事業活動収入 ： ■　学生生徒等納付金収入 ■　補助金 ■　その他事業活動収入

事業活動支出 ： ■　人件費 ■　教育研究費 ■　その他事業活動支出

62 59 62
68 66

15 20 17

16 16

78 78 79
84 83

54 53 55 57 53

18 18
18 18

20

72 71 74 75 73
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